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○議事日程 

   日程 第 １ 議案第１号～第７号 令和５年度那須烏山市一般会計・特別会計・水道 

          事業会計・下水道事業会計予算について ※質疑～委員会付託 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（渋井由放）  皆さん、おはようございます。 

 傍聴席には、お忙しい中、議場に足をお運びいただきまして、誠にありがとうございます。 

 今日は烏山線で参りまして、小塙の駅に止まりますと、大きな梅の木が見えまして、満開の

状況でございました。また、玄関を入りますと、鉢植えの梅の花、中山議員がわざわざ持って

きていただいております。ありがとうございます。皆さんも、帰りはのぞいていっていただけ

れば心が洗われるかなと思います。 

 ただいま出席している議員は１５名です。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

                                    

     ◎日程第１ 議案第１号～第７号 令和５年度那須烏山市一般会計・特別会計・ 

           水道事業会計・下水道事業会計予算について ※質疑～委員会付託 

 

○議長（渋井由放）  日程第１ 議案第１号から議案第７号までの令和５年度那須烏山市一

般会計予算、令和５年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算、令和５年度那須烏山市熊田診

療所特別会計予算、令和５年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算、令和５年度那須烏山

市介護保険特別会計予算、令和５年度那須烏山市水道事業会計予算、令和５年度那須烏山市下

水道事業会計予算の令和５年度当初予算７議案を一括して議案といたします。 

 本件については、去る２月２８日の本会議において提案理由の説明が終了しております。 

 直ちに質疑に入りますが、所管の委員会に関する事項は、委員会審査において質疑されるよ

うお願いを申し上げます。 

 また、議会運営に関する申合せにより、質疑の持ち時間を答弁を含めて３０分以内としてお

ります。３０分を超えましたら終了を求めますので、御了解願います。 

 質疑、答弁は、簡潔明瞭にされるよう、この際申し添えます。 

 それでは、これより質疑に入ります。 

 １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  おはようございます。 

 それでは、通告に基づきまして、質問させていただきます。 

 まず、概要版の３ページでございます。情報システム更新について、前年度より２倍以上、

今年度６,７６６万３,０００円、前年度３,３４３万１,０００円になっていますが、どのよう

なシステム更新なのでしょうか、詳細説明願います。 
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 概要版同じく３ページ、橋梁維持管理、こちらも前年比２倍以上、今年度１億１,６８０万

円、４年度４,３２０万円になっていますが、どこの橋梁の維持管理費なのでしょうか、詳細

説明を願います。 

 概要版８ページになります。園芸復興事業費、この事業の開始時期はいつからですか。また、

これは新たに事業を始める方の補助でしょうか、お伺いいたします。 

 概要版９ページです。住宅リフォーム助成事業、６００万円を計上していますが、どのよう

なリフォームの補助でしょうか、お伺いいたします。 

 概要版１０ページ、消防施設整備費、消防車両の更新事業とありますが、更新予定の台数や

分団はどこになるか、お伺いいたします。 

 概要版１１ページ、ＪＲ烏山線開業１００年記念事業、５００万円を計上していますが、具

体的な事業内容は何でしょうか、お伺いいたします。 

 同じく概要版１１ページ、道路整備費、主要道路の整備とありますが、具体的な事業内容や

場所はどこになりますでしょうか、お伺いいたします。 

 概要版１２ページ、市税徴収事業費、キャッシュレス納税導入とありますが、いつからでし

ょうか。また、利用可能な場所はどこになりますでしょうか、お伺いいたします。 

 次が予算書７９ページになります。大桶運動公園施設整備費、３,９２０万円を計上してお

りますが、具体的な施設整備の内容を教えてください。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  １番目の質問の情報系システムの更新の件でございますが、

今回の更新は、職員が使っております端末、それから、サーバーを含む機器の更新になります。 

 現行のシステムは、平成２９年から導入して、令和３年までの５か年のリース契約でござい

ました。令和４年度については１年間、これらの機器については再リースということで運用し

ておりましたので、予算的にも再リースで１０分の１の予算になったことから、令和４年度の

予算が３,３００万円程度というふうにはなっています。それまでは６,０００万円程度、機器

の更新には費用がかかっておりましたので、まず、その予算の増額の部分については御理解い

ただきたいと思います。 

 システムの内容でございますが、情報系システムというのは、全職員が利用する庁内の根幹

となるシステムでございます。国とか他の自治体とつながるための専用回線ということで、

我々、ＬＧＷＡＮ回線というふうに言っております。それから、もう一つの回線としてはイン

ターネット回線ということで、２つの回線のシステムというふうに御理解いただきたいと思い

ます。 
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 それから、令和５年度については、更新によって機器が新しくなったことで、先ほど申し上

げましたが、前年度と比較して予算が増額しておりますが、１つサーバー室、烏山庁舎にある

んですが、サーバー室内のエアコンがかなり老朽化していまして、それらの更新も今回費用に

加わっているということで、６,７００万円という金額でございます。リース料、それから、

コピーの料金、保守業務、それから、保守業務の委託料、それから、エアコンの更新というふ

うな中身になっていますので、よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  髙木議員から御質問いただきました予算概要３ページ、橋梁

維持管理費が前年に比較して２倍以上となっているとの御質問につきまして説明をいたします。 

 ８款２項３目道路維持費の橋梁等維持管理費につきましては、令和５年度１億１,６８０万

円を計上いたしました。 

 まず、委託料としまして、橋梁等の点検業務、こちらが令和５年度は２巡目の最終年となり、

残りの橋梁数が１３基となります。こちらの点検診断の業務委託料としまして４３０万円。そ

の点検診断の結果、修繕が必要となりました、荒川の、さくら市境にあります三箇小白井線に

かかっております青雲橋、こちらの修繕工事を令和４年度からの継続費として実施しておりま

して、令和５年度につきましては、工事請負費としまして８,４００万円を計上いたしました。

この工事にかかります現場管理、こちらの業務委託費としまして３５０万円。それから、月次

の鳴井さんの近くにあります月次加茂神社線の月次橋、こちらにつきましても、診断の結果、

塗装にＰＣＢが含まれているとの診断結果から、その除去工事費としまして２,５００万円を

計上いたしました。合わせまして１億１,６８０万円でございます。 

 次に、予算概要１１ページ、道路整備費の主要道路の整備につきまして説明いたします。 

 国の補助金、社会資本整備総合交付金（社会資本分）として４路線を整備しております。

１つ目が、七合小学校の通学路として整備しています谷浅見平野線。２つ目が、富士見台工業

団地線。３つ目が、上境地内の三ツ木松ノ木線。４つ目でございます、こちらは新規になりま

す、認定こども園整備を計画しています大金東原線。 

 次に、社会資本整備総合交付金を利用して実施しております、こちらが防災安全分というこ

とで２路線実施します。１つ目が神長地内の関下精進場線、２つ目が広域農道八溝グリーンラ

インから那珂川町へ通じる大桶白久線、こちらの２本になります。 

 次に、市費単独費として、向田地内、県のほうで実施していただいております荒川の災害復

旧助成事業に合わせまして、落合橋の架け替えを実施しておりまして、そちらの負担金でござ

います。 

 次に、予算書の７９ページ、運動公園施設整備費３,９２０万円につきまして説明いたしま
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す。 

 工事費としまして、駐車場の舗装工事、こちらに３,５００万円計上しております。この工

事につきましては、令和５年度完了となります。今後、公園施設長寿命化計画に基づき、管理

棟の長寿命化を図るための修繕工事を予定しております。その設計業務も併せて実施するもの

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  農政課関連につきましては、概要版８ページ、園芸振興事業費の

御質問がございました。 

 園芸振興事業費の７５０万円につきましては、第３次総合計画の重要戦略にも掲げられてお

ります持続可能な農業に向けた農業施策の転換の一つの施策としまして、これまでの稲作を中

心とする土地利用型農業からの脱却を図るため、園芸作物への作付転換を誘導し、さらには高

収益作物の導入によりまして、農業者の所得向上、また、園芸の振興を促進する事業でござい

ます。 

 具体的な事業内容につきましては、パイプハウス及び果樹棚等の園芸施設設置費用に対しま

して、その５割、または上限１５０万円を補助するものでございます。 

 対象農業者につきましては、新規に園芸を始める農業者、または、これまでの園芸面積をさ

らに拡大する規模拡大農家を対象としてございます。 

 対象品目につきましては、イチゴ、トマト、花卉、花ですね、ニラ、春菊、アスパラ、梨、

キウイ等を予定してございます。 

 既に令和４年度におきましても、新型コロナウイルスの感染対策地方創生臨時交付金を活用

しまして、那須烏山市の農業者原油価格・物価高騰対策交付金の中でも、この園芸施設設置補

助をしてございます。もう既に７名の農家に対しまして、４１０万４,０００円を交付済みで

ありまして、令和５年度におきましては、市の単独予算として当初予算に計上させていただい

たところでございます。 

 以上が園芸振興事業費の内容でございます。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  私からは２点について回答させていただきます。 

 まず、通告書、上から４番目、住宅リフォーム助成事業費でございます。新規で６００万円

として計上させていただいてございます。 

 その内容でございますが、これまで平成２３年度から令和２年度までやっていたものとほぼ

同じような内容となってございます。市内にあります定住用の住宅、皆さんが住民票を置いて
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いらっしゃる住宅、こちらについて住宅に関するリフォームをやっていただいた場合、３０万

円以上のリフォームとさせていただいて、そのリフォームをやっていただいた場合、１０％の

補助をさせていただく。最大１０万円まで補助をさせていただくという内容でございます。 

 一応、建築後５年以上を経過されている。定住用ですので、賃貸用ではないということ。そ

れと、過去５年以内に、同じリフォームの補助金ですとか、今やってございます空き家バンク

の改修の補助金などに該当していないといった場合に補助させていただくものでございます。 

 施工業者については、従来どおり、市内の施工業者、指名参加願を出していただいていたり、

小規模事業としての登録をされている事業者がやっていただいたリフォームに対して補助をさ

せていただくという内容でございます。 

 目的の整理については、従来どおり、地域経済の関係のためということとさせていただきな

がら、定住支援策の一つの方策としてやらせていただくというような整理となってございます。 

 続きまして、通告書、６番目のＪＲ烏山線の１００周年事業、新規で５００万円のものでご

ざいます。 

 こちらについては、今までも一般質問等々で御説明を申し上げておりますが、今、実行委員

会のほうで詳細については検討いただくということにさせていただきまして、予算取りの段階

では、この５００万円の交付金を市のほうで仮算定をさせていただいたものでございます。 

 この５００万円の内訳、市としての算定でございますが、大きいものとしては、ポスターを

作ったり、啓発をしたりというのに大体４５万円ぐらいはかかるかなと。それと、記念式典を

やったり、当日のイベントをやったりというところで、１５０万円ぐらいはかかるかなと。ま

た、多分、記念事業の前から、ある程度啓発も兼ねつつ、スタンプラリーみたいなものをやっ

たらいいんじゃないかなというので１７０万円ぐらい。それと、ノベルティーにかかるような

もの、そういったもので約９０万円ぐらい、合計で５００万円として積算させていただいて、

それ以外にも諸雑費を計上させていただくという内容として積算をいたしました。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  概要書１０ページ、消防施設整備費、車両の更新事業でございま

す。その台数、分団についてお答えします。 

 ポンプ車２台を予定しております。３分団第４部、小木須の分団のポンプ車の更新、それと、

８分団第４部、八ケ代分団の車両の更新を現在予定しているところであります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  髙濱税務課長。 

○税務課長（髙濱裕子）  私からは、概要版１２ページ、市税徴収事業費、キャッシュレス
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納税の導入について説明させていただきます。 

 収納はインターネット上での収納となります。令和元年１０月１日より、インターネットを

利用して地方税共通納税システム、通称ｅＬＴＡＸと呼ばれるものから納付ができるシステム

が導入されました。これによりまして、自宅やオフィスのパソコンから手続や納税ができます。 

 当初、納付できるのは法人市民税と市県民税特別徴収だけでしたが、令和５年４月からは、

市県民税普通徴収、固定資産税、都市計画税、軽自動車税種別割、国民健康保険税が納付でき

るようになりました。併せて税金の納付書にＱＲコードを印刷することになり、ＱＲコードを

スマホで読み取ることによって簡単に納付することもできるようになりました。 

 また、令和５年１０月からは、たばこ税、入湯税についても、地方税共通納税システムを通

じた電子化が予定されているため、このたびシステム改修の予算を要求いたしました。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  それでは、再質問させていただきます。 

 まず、最初の概要版３ページの情報系システム更新についてなんですけれども、こちらの更

新する台数等が分かりましたら教えてください。今後も更新する、再来年度とか、もし分かる

ようでしたらお願いします。 

 橋梁の維持管理費は分かりました。 

 概要版８ページの園芸復興事業なんですけれども、上限１５０万円ということなんですけれ

ども、これは回数制限とかはあるんでしょうか、ちょっとお伺いいたします。 

 住宅リフォーム助成事業も分かりました。 

 概要版１０ページの消防施設整備費なんですけれども、今回、ポンプ車、３分団４部、８の

４の八ケ代を更新するとありましたけれども、今後も更新する予定の車両があるか、教えてく

ださい。あと、分団の合併等がもしあるようでしたら、教えてください。 

 概要版１１ページのＪＲ烏山線開業１００年記念事業ですけれども、当日のイベントに上げ

ているということなんですけれども、いつどこでやる予定なのか、もし分かりましたら教えて

ください。 

 概要版１２ページの市税徴収事業費なんですけれども、インターネットでのｅＬＴＡＸを使

うということなんですが、窓口でのキャッシュレス導入というのは考えているかどうか、教え

てください。 

 最後の予算書７９ページの大桶運動公園施設整備費なんですけれども、令和５年度完成予定

ということでよろしいでしょうか。駐車場ですね。いつになったら使えるか、ちょっと教えて

いただきたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  台数等でございますが、全職員の端末が２５０台ございます。

そのほかサーバー、それから、ネットワーク機器等については、ちょっと手持ちがありません

ので、もしそこまで必要であれば、後で調べますので、報告させていただきます。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  園芸事業費の１５０万円についてでございますけども、これは

２分の１補助ということで、総額については３００万円までの設置費用が可能でございます。

３００万円以内であれば、その範囲であれば、何棟でも建てられる事業になってございます。

よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  まず、部の再編の予定でございます。３分団４部のポンプ車車両

を購入するということでお話ししましたが、３分団４部、３分団５部、大木須、３分団６部、

横枕、令和６年度、協議が整い次第、再編、合併ということで、令和６年度からこのポンプ車

を使いながらの活動、また、現ある車両も有効に活用しながら対応することになるかと思われ

ます。 

 それと、再編についての今後の見通しなんですが、再編協議と併せて車両の更新というのも

見据えておりますので、現段階では、１分団３部の日野町、鍛冶町の車両は更新する予定で考

えております。それは令和６年度以降です。そのほかに６分団１部、志鳥下・中、７分団６部、

小白井、西野の車両も非常に長い経過しておりますが、現在、合併協議、再編協議に向けて協

議をする段階でございますので、それを踏まえた上で、車両の更新は見据えていきたいという

ふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  ＪＲ烏山線開業１００周年の記念のイベントがいつなのか

という御質問でした。先日の実行委員会で候補として挙げておりましたのが１０月１４日、鉄

道の日になります。ここを軸にして、ただいま調整しているところでございます。 

 場所なんですが、場所については、まだこの実行委員会では明らかにどこでという話になっ

てございませんでした。なので、今後の検討になるかと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  髙濱税務課長。 

○税務課長（髙濱裕子）  税の窓口でのキャッシュレス化についてお答えいたします。 
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 具体的に、今のところまだ予定はありません。ただし、今後、税証明の手数料２００円のキ

ャッシュレス化など併せまして、税の納税のほうも考えていきたいと思っています。 

 また、税の納税方法なんですけれども、併せまして、クレジットなどの検討などもしていこ

うと思っております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  ただいま質問いただきました大桶運動公園の工事の完成時期

でございますが、長く利用者の方に御不便をかけておりますことから、早期ということでは考

えておりますが、秋ぐらいをめどに完成させていきたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（渋井由放）  １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  了解しました。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（渋井由放）  ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  ２番福田でございます。通告書に基づきまして質問させていただきた

いと思います。 

 一応、７項目、今、髙木議員のほうからもありましたが、ちょっと補足でお聞きしたいこと

がありますので、よろしくお願いします。 

 予算書４５ページ、地域交通対策費であります。市営バスが、烏山高部線の運行管理費の昨

年度予算より、こちら議員全員協議会のときに増減比較表というものを出していただいたんで

すが、６７％、７０％弱ぐらい増加になっているということで、増加している理由についてお

伺いをいたします。 

 予算書４７ページ、地域交通対策費、こちらも市営バス市塙黒田烏山線の運行費でございま

す。これも今、議員全員協議会で出していただいた増減比較表に合わせてみますと８９.９％

増加ということでございます。どのような形で増加になっているのか伺います。 

 続きまして、予算書４７ページ、定住促進対策事業費３２５万円であります。概要書のほう

では、首都圏からの移住者の支援とございますが、何件ぐらい見込んでいらっしゃるのか。こ

れ、首都圏と言っていますが、首都圏だけの人が該当なのか、教えていただきたいと思います。 

 予算書６９ページ、中山かぼちゃブランド力向上支援事業費でございます。昨年度と比べ増

減なし、同じ額が出ているんですけども、概要書では新規栽培支援、ＰＲ等とありますが、こ

れは栽培支援のＰＲなのか、また、中山かぼちゃ単独のＰＲなのか、その辺のところを教えて

いただきたいと思います。あとは予算的には十分なのか、お伺いをいたします。 



令和５年第１回３月定例会 第５日 

－278－ 

 続きまして、予算書７３ページ、中小企業振興対策事業費３９０万円でございます。概要書

では販路拡大、また、新規出店者への助成とございますけれども、予定件数はどれくらいを見

込んでいるのか、お伺いをいたします。 

 続きまして、予算書７３ページ、消費者行政事業費３９７万２,０００円でございます。概

要書では消費生活相談員の配置とございますけれども、何人ぐらい配置されているのか。こち

らは単独で市のほうでやるのか、また、ほかの機関との連携はあるのかどうか、お伺いをいた

します。 

 続きまして、予算書８３ページ、消防施設整備費でございます。先ほど髙木議員のほうから

も質問がございました。内容は確認いたしましたが、車両の金額等々、今までと比べて上がっ

ているのかどうか、お伺いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  それでは、最初に、通告書１番目、２番目、市営バス高部

線と市塙線の増額についてでございます。 

 御質問いただいたのは、多分、その増減表を御覧になっていただいているんだと思います。

高部線については、今回の予算１,１１８万３,０００円、４５１万９,０００円の増、市塙線

についても１,３３２万４,０００円、６３０万円の増ということでございます。 

 こちらの増の要因でございますが、令和４年度の当初予算までは令和２年度から４年度、

３年間の契約の実際の請負額、契約額を計上してございましたので、落札後の額ということで

契約額ぴったりだったというところでございます。対して今回令和５年度と６年度につきまし

ては、入札の前の設計額、債務負担のときの金額を計上させていただいたものですから、そう

いった影響がまず１つございます。と同時に、令和５年度と６年度２年間の委託ということで

新しい設計をさせていただいたんですが、このところやはり人件費がかなり増えているという

ところと、あとは燃料油脂費がかなり増えているというところで設計額もかなり大幅に増えて

いるというようなことがございまして、こういった増額の予算となってございます。 

 その次、３番目でございます。定住促進対策事業費の中で、ここで３２５万円を載せさせて

ございます。こちらの概要の９ページのところにもそういったことでトピックスとして書かせ

ていただいているところでございます。こちらはよく新聞なんかをにぎわせております移住支

援金というもの、国、県、市町で一緒にやらせていただいているものですけれど、東京都内、

東京都近郊で在住していた方々が我々市町村のほうに転出された場合に移住支援金というもの

を出させていただくというものでございまして、その住所要件と、あと、就業の要件という

２つ大きな要件がございます。 

 まず、在住要件もなかなか厳しくて、こちらに住所を移す前の、直前１０年間のうち５年間
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は東京の２３区以内に在住していたり、東京圏に在住しながら２３区内に通勤していた、かつ、

その直前、こちらに来る前の直前１年間は連続して１年以上東京都内に在住していたとか、そ

ういう在住要件というものが１つございます。 

 それと同時に、就職要件なんですが、就職要件は、栃木県でつくっているホームページがあ

りまして、そこに転職するというパターンか、あとは、もともと東京都内のところに、勤務し

ていたところに勤務し続けるんだけれども、テレワークで、こちらにやってきて、住所はこち

らに移すというもの、あとは新たに起業するというパターンです。この起業も栃木県のほうの

地域課題解決型創業支援補助金というものを受けていなくちゃいけないということで、なかな

か厳格な内容となってございます。 

 金額につきましては、新聞なんかでもありますとおり、単身世帯がこちらに来られた場合に

は６０万円なんですけど、世帯でおいでになった場合には１世帯１００万円。で、特に今回ト

ピックスになっていますのは、子育ての加算額が来年度から１人当たり１００万円になるとい

うところです。これまでは１人３０万円というものだったんですけど、ここは大幅に増額にな

ったということでございます。一応１世帯ぐらいは何か見込みが、来られるだろうなという見

込みでございます。あと１世帯分は来るとうれしいなということで予算を措置させていただと

いうところです。あとの２５万円については移住支援の関係の諸費、旅費ですとか、出店の負

担金等を見込んでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  予算書６９ページ、中山かぼちゃブランド力向上支援事業の御質

問がございました。 

 この支援事業費の３４万８,０００円につきましては、昨年度同様の予算額を計上させてい

ただいてございます。 

 中身につきましては、なすからブランドであります中山かぼちゃのブランド力向上、さらに

は新規栽培者の確保、栽培面積の拡大を図るための事業費ということになってございます。 

 具体的な事業内容につきましては、中山かぼちゃのペースト、これは市場に出荷できない、

くずの中山かぼちゃをペーストにしまして学校給食食材として提供する事業がまず１つ。さら

には中山かぼちゃの新規栽培者、または規模拡大者に対する資材費の購入ということで１５万

円を計上させていただいてございます。また、ＰＲ事業としましては、ＪＡの中山かぼちゃ部

会が行うＰＲ等についても予算措置をしてございます。 

 予算は十分なのかという御質問でございます。今現在中山かぼちゃの栽培者につきましては、

令和４年度栽培者１１名でございます。栽培面積１.５ヘクタールということで、新規栽培者、
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また、規模拡大者、さらには育苗施設の設置に対する経費等も予算措置はしておるところでご

ざいますけども、なかなか栽培者が増えないという状況で苦慮してございますので、部会とも

連携を取りながらブランド力向上に努めてまいりたいと思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  予算書７３ページ、中小企業振興対策事業費でございます

が、こちらの販路拡大事業費につきましては３件、新規出店の創業者支援補助金についても

３件を見込んでおるところです。 

 次に、消費者行政事業費になりますが、こちらの本市の消費生活センターにつきましては市

単独で設置しておりまして、１名の相談員を配置しております。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  消防車両を購入するに当たって値上げの部分についての御質問で

ありました。 

 大体ポンプ車を購入すると２,０００万円前後ということで、従来であれば議会にかけずに

買える金額でありましたが、今後はポンプ車を購入するに当たっては２,０００万円以上の金

額になることから、必ず議会の議決が必要になってくるかと思います。令和５年度の予算で見

ております金額は、１台当たり消費税入れて２,６００万円弱ぐらいを見ておりますので、ま

た議会にかけて車両の購入については進めさせていただきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  説明ありがとうございました。 

 順番に。 

 地域交通対策費でございます。いろいろ世の中情勢あります。今那須烏山市も地域の交通網

の体系のほう検討されていると思います。今後そういうことも踏まえつつ、いろいろ運営につ

いて取り組んでいっていただけたらと思います。 

 続きまして、定住対策事業費でございますが、今首都圏から、東京からいろいろ要件があっ

たと。一応書いたんですけど、ほかの地区から来る人には全然当たらないということでよろし

いんですか、ちょっとお聞きします。 

 中山かぼちゃのほうも理解しました。これは那須烏山の特産品でございますので、ぜひ拡

充・拡大を図っていっていただきたいと思います。 

 続きまして、中小企業対策事業費でございます。販路拡大３件、新規出店者３件ということ
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を見込んでおられるということですが、これ具体的にそれぞれどれぐらいの金額まで助成する

のか改めてお聞きをしたいと思います。 

 消費者事業費、分かりました。 

 消防施設整備基金は了解いたしました。 

 もう一度御答弁をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  移住支援金が東京在住の方、東京２３区に通勤される方、

それ以外は駄目なのかというお話の確認でございます。 

 この移住支援金の制度、令和元年度から始まったものでして、こちらの東京圏からの移住と

いうところに国も大変強くこだわっていらっしゃいまして、やはり東京２３区在住の方、また

は東京近県から２３区に通う方ということで限定となってございます。東京圏の中でも条件不

利地域ございますので、例えば、秩父から東京都内に通っているというのは、これは該当にな

らないとか、そういう条件不利地域なんかは除いてということでございます。国では、東京の

ほうで転入がまた増えてきたんだそうですけれど、相変わらず地方移住を強く進めたいという

強い意志を持っていらっしゃいますので、そういうことなんだなというふうに思ってございま

す。そんなことでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  中山かぼちゃでございます。議員御指摘のとおり１名でも多く、

または１アールでも多く規模拡大、作付面積の拡大に取り組んでまいりたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  販路拡大事業費につきましては、県がイベント等出展によ

る販路拡大、または新しい生活様式に対応しました販路拡大事業の計画策定等に係る費用で、

対象経費の２分の１以内で上限が１０万円となっております。 

 次に、創業者支援補助金につきましては、市内において新たに創業される方に対しまして対

象経費の２分の１以内で補助限度額は５０万円ということになっております。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  御説明ありがとうございました。 

 定住促進事業費について、ぜひ那須烏山市にいろんなところから来たいと思われるように努
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力していただければと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  私のほうから通告書に従いまして質問させていただきます。 

 まず、予算書２８ページ、財産収入です。前年度比で７０.５％増となっております。財産

貸付けの収入の増額と同じく利子及び配当金についてお伺いいたします。 

 次に、予算書４５ページから、情報政策推進費です。近年の国の指導でＤＸ推進が図られて

おります。コロナ禍以前以後で各システム整備・管理等における予算額の増減についてお伺い

します。また、当初は臨時交付金等の国庫補助事業により財源が充てられておりますけれども、

既に自主財源による持ち出しがあるもの、また、今後の予定についてお伺いいたします。 

 同じように予算書８５ページ、学校教育関連で事務局費、同様にＧＩＧＡスクールやＤＸ推

進における内容と予算増減及び自主財源の持ち出しについてお伺いいたします。 

 次に、概要書４ページ、こども医療助成費、こちら来年度から始まるものですけれども、高

額療養費制度を利用する場合はどのような扱いになるのかお伺いいたします。 

 次に、概要版６ページ、烏山図書館・南那須図書館運営費、どのような整備を行うのかお伺

いいたします。また、図書館機能と学校教育との連携について、特に電子図書を活用した取組

等があれば教えてください。 

 次に、概要版１０ページから、防災無線整備費、事業内容と現在の進捗についてお伺いいた

します。 

 同じく概要版１２ページ、ホームページ管理運営費、市のホームページが新しくなって情報

も拡充されております。使い勝手の面ではまだ改善点があると考えますけれども、現状の課題

と改善予定等についてお伺いいたします。 

 次に、同じく１２ページ、こちらのほうは先ほど髙木議員からの質問のほうで了解いたしま

したので、省略いたします。ありがとうございます。 

 また、同じ１２ページ、社会保障・税番号制度システム整備事業費、こちらコンビニ交付が

始まりましたが、現状の利用状況と課題についてお伺いいたします。 

 次に、概要版１７ページから、一般会計総括表、こちらの維持補修費、増額の理由と内容に

ついてお伺いいたします。 

 最後に、２０ページ、熊田診療所特別会計、減額理由と今後の方針についてお伺いいたしま

す。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  私のほうでは４点回答させていただきたいと思います。 
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 まず、最初の財産収入の増についてでございますが、所管する、総務課等もありますが、私

のほうで全体的な部分なので、説明させていただきます。 

 まず、財産貸付収入につきましては、旧向田小学校の貸付料、観光いちご園ということで今

やっておりますが、それらの新規計上がございます。約６１万円。それから、駅前のそば店の

貸付料が減額となったことの、２４万円ほど減となったことも大きな要因かと思います。それ

から、利子及び配当金でございますが、令和３年度から運用を開始いたしました国債の運用益、

これが新規計上で計上させていただきました。１つは地域振興基金の国債、利率０.４％の計

算で１３８万円、それから、市有施設の整備基金、これも同じく国債で５８万１,０００円、

そういったところが新規で計上いたしましたので、予算の増となっております。 

 それから、２つ目の情報政策推進費でございます。これは市民課も所管する事業も入ってお

りますが、私のほうで説明させていただきます。 

 まず、情報政策推進費の中でうちの所管する業務系・情報系システム管理運営費、先ほど髙

木議員にも説明した費用でございますが、全職員が日々利用するシステムということで、庁内

の根幹のシステムでございます。当該システムは、先ほど申しましたように平成２９年から現

在まで利用しておりますが、５年間のリース契約ということで費用の平準化を図ってまいりま

した。当該システムではコロナ禍を理由とした増減はございません。令和２年度から新型コロ

ナウイルスの臨時交付金を活用させていただいて、コロナ禍における庁内のシステム整備とい

うのを行ってまいりました。令和３年度、４年度も同様でございます。これらの事業について

は機器を購入して構築等しておりますが、自主財源による持ち出しについては、令和２年度に

構築した統合型ＧＩＳの利用料を一般財源で支出しております。約６０万円弱でございます。 

 先に今後の予定を申し上げますが、臨時交付金を活用した機器等のさらなる活用に努めると

いうことと、令和５年度に業務系・情報系システムの更新がございます。これらを行うために、

先に導入している機器との一体的な運用、こういったところを図ってまいる考えでございます。 

 臨時交付金で購入しました費用をざっと計算しましたらば、令和２年度に購入した庁内ネッ

トワーク整備事業ということで、無線ＬＡＮ、それから、端末、先ほど言った統合型ＧＩＳ

等々の導入費用が約１,２６０万円。令和３年度については、テレワークＩＣＴ推進事業とい

うことで、庁内の無線ＬＡＮの拡張、それから、ウェブ会議のシステムの構築、大型モニター、

スピーカーの購入等々約３,３００万円。それから、令和４年度については、同じく庁内ネッ

トワークの無線ＬＡＮの拡張、タブレット・ＰＣの導入等を行いました、約１,２００万円。

トータルで５,７００万円強が交付金を活用させていただいて導入して増えておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 ３点目、ホームページの管理運営費でございますが、使い勝手等、それから、現状の課題と
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いう御質問でございますが、市のホームページが新しく情報も拡充されましたが、使い方の面

では改善点があるかという御質問ですが、いろいろな各種講座やイベントの申込みを受け付け

るメールフォーム機能、グーグルフォームの市のオリジナルのようなものでございますが、そ

れらの拡充、それから、デジタル博物館のサイトの拡充、令和４年度に既に行っているもので

ございますが、令和５年度についてはオンライン申請が可能なシステムの窓口を一元化する、

仮称ですが、デジタル支所や市民からの問合せに対応するチャットボット機能、これらの導入

を検討してまいりたいなというふうに思っております。 

 それから、最後、一般会計総括の維持補修費でございますが、これは都市建設課の所管もご

ざいますが、要因としましては、道路維持管理業務委託料についてこれまでは上半期の計上で

ございました。しかしながら、除雪、それから、下半期の維持費も増えるということで、年間

を通した予算を今回から計上させていただいた部分でございます。金額としては下半期分を見

込んだのが２,４００万円、それから、除雪業務に約１,０００万円、合計で３,４００万円を

プラスさせていただきましたので、それらが増額の要因でございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  それでは、私のほうから、ＧＩＧＡスクールとＤＸ推進に関

する御質問をいただきましたので、お答えをさせていただきます。 

 まず、令和２年度にスタートいたしましたＧＩＧＡスクールですけれども、現在個人に配付

したまなびＰＣを授業内容に応じて利用しております。持ち帰りも全ての学校で行われてはい

るんですけれども、まだ学校間での温度差というのはありますので、そういったものもまだま

だ課題として残っております。 

 ＧＩＧＡ構想によりましての予算関係なんですけれども、導入の際には国の補助金等ありま

して導入させていただいたんですけれども、その後につきましては、インターネットの利用料

とか、ＳＳＬの証明書の取得設定手数料、それと、デジタル教科書の使用料、それと、授業目

的の公衆送信の補償金、これは著作権、著作物を利用する際に円滑に行うため、補償金を払う

ことで行うことができるというものです。こういったものが経常的経費で毎年度かかってくる

ものです。大体額としましては５０万円ちょっと出る程度、こちらがＧＩＧＡスクール構想で

今後かかってくるものになっております。 

 それと、ＤＸ推進関係なんですけれども、国が行っているＤＸ計画の中で教育関係のＤＸに

つきましては文科省が進めているものがあります。教育関連のＤＸにつきましては大きく３つ

のメリットがあるというふうに言われております。まず、子供一人ひとりに合わせた教育がで

きる。これは個人のスピードに合った学習が可能となる個別指導ができるというものです。そ
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れと、２つ目に教員の事務作業の軽減や効率化、テストの成績処理とか問題の作成などを効率

よくＤＸを利用してできるというふうに言われております。それと、３つ目ですけれども、場

所を選ばない教育学習の実現ということで、何も全てが学校で行うわけでは、学ぶわけではな

いということで、全ての児童・生徒に等しく学ぶ機会を与えるということを第一に考えている

というところで文科省が教育のＤＸを進めているところです。本市としましても国のそういっ

た指針に従いまして今後検討を進めていくことになっていくと考えております。 

 それと、図書館関係の御質問を先ほどいただいたんですが、生涯学習課の答弁と重なる部分

がありますので、後ほど生涯学習課の答弁と一緒にお答えをさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  予算概要の４ページ、こども医療助成費、そのうち高額療養費

制度を利用する場合はどのような扱いになるのかについてですが、医療費の２割から３割の保

険診療自己負担分から高額療養費分を差し引いた差額分、こちらをこども医療費として助成す

ることになります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  私からは、概要版６ページ、烏山図書館・南那須図書館運営

費について御説明いたします。 

 電子図書の整備につきましては、新型コロナ対応地方創生臨時交付金等活用させていただき

ましてコンテンツの充実を図ってまいったところです。現時点での電子書籍数は約１万

４,０００点でございます。この中には１年また２年間でライセンスのほうが切れてしまう期

間限定のものが約５,０００点ございます。令和５年度は指定管理料の予算の範囲内で利用者

のニーズに応じたコンテンツをそろえられるように整備してまいりたいと思っております。 

 各学校での電子図書の活用については学校教育課長から御説明申し上げます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  それでは、学校関係のお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 電子図書の導入時には各校にチラシを配布いたしまして児童・生徒の個人登録を進めてまい

りました。現在全校生での取組を行っているのは江川小学校です。江川小学校においては、朝

の読書、それと、調べの学習、家での読書ということで利用しております。ほかの学校は学校

全体ということでは行っておりません。やはり児童・生徒個人でそういった電子図書を利用し
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てくださいということで先生方のほうからはお願いをしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  それでは、概要１０ページ、防災無線整備費の事業内容と現在の

進捗についてでございます。 

 防災行政無線設置に向けて、デジタル無線といいましても様々な手法があることから、本市

に適した防災行政無線の選定、また、音達エリアなどの検討を実施するため、令和５年度に基

本方針策定に関する業務委託を計上したものでございます。 

 進捗としましては、今年度市内にアンケート調査を実施した結果等を踏まえ、令和５年度業

務委託に向け現在準備を進めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  私のほうからは、コンビニ交付についての現状の利用状況、それ

から、熊田診療所の基金の減額理由につきまして回答いたします。 

 まず、コンビニ交付につきましては、利用状況といたしまして、２月末までの実績でござい

ますが、住民票が５４４枚、印鑑証明が５２８枚、所得証明が４０枚、課税証明が１７枚、住

民税決定証明書が７枚、合計で１,１３６枚を交付してございます。こちらについては当初予

算と比較しましてもかなりの枚数が出ておりますので、今後もこちらのほう出るようにはなる

と思うんですが、今後の課題といたしましては、昨日の一般質問でもございましたが、マイナ

ンバーカードの交付率を上げることが課題になるのかなと考えております。今のところ申請率

のほうは７７.０９％で、こちらが、皆さん全員がマイナンバーカードを取りに来ていただけ

ればかなりの枚数にはなるんですが、今後も先進地の調査研究をしてまいって対策のほう考え

ていきたいと考えております。 

 続きまして、熊田診療所の運営基金の減額の理由でございますが、熊田診療所の特別会計の

収入につきましては、近年企業の嘱託医や産業医などその他診療報酬の増額に努めてはござい

ますが、外来収入のほう、利用者の減がございまして年々減少してございます。支出のほうに

つきましては、職員の人件費、施設管理費ほぼ横ばいで推移してございまして、その不足分の

財源、そちらを運営基金の取崩し及び一般会計からの繰入金により充当してございます。その

ため、運営基金のほう取り崩した分がマイナスになってございます。 

 今後の方針といたしましては、運営の改善を図るため、その方策について検討してまいりた

いと思ってはおります。それで、令和６年度から運営の改善を図るということで近いうちに議

会のほうに報告はしたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  一通り答弁いただきました、ありがとうございます。 

 まず、財産収入の件は了解いたしました。 

 それと、情報政策推進費のほうで全体で５,７００万円の増ということで、当初は国のほう

だったりでお金を持って、予算をくださって導入したと思うんですけれども、これは基本的に

多分５年ごとの更新とか、そういったところで、持ち出しとなれば、どんどんどんどん、ＤＸ

化といって利便性が増えてもシステム整備だったりで全体の予算は増えていく傾向にあるのか

なと想像いたします。その中で使えるものはちゃんと使っていかなきゃならないというか、国

の方針でやっているので、基本的に同じものを長期的に使い続けることになると思うんですけ

れども、その中で予算は増えて、職員の仕事がやっぱりＤＸ対応と従来の紙ベースということ

で増えるようでは逆に意味がないと思うんです。そういったところでうまく、ＤＸ化で使う金

と時間が増えるのではなくて、逆に時間のほうは効率よく回せるようにせめてやっていかなけ

ればならない。あと、予算に関しては今後ともちょっと、やっぱりその取捨選択も含めて考え

ていっていただきたいなと思います。 

 それと、事務局費、学校教育関連のほうなんですけれども、具体的な金額の提示というのは

なかったんですけれども、やっぱりこちらもＤＸ化の推進によって、タブレットも更新の期限

があると思うので、そういったところで国がどういうふうに出してくれるのか、タブレット以

外でもデジタル、Ｗｉ－Ｆｉだったりとか、いろんなものの更新費がかかってくると思うんで

す。そういったところで、現場単位で必要なものをちゃんと確認しながら選択していっていた

だきたいと思います。 

 あと、こども医療助成費のほうなんですが、ちょっと私分からなかったんですけども、例え

ば、高額療養費制度を使うと大体５万５,０００円くらいから１０万円くらいまでの限度額で

の支払いになると思うんですけども、仮に、例えば、３０万円とか１００万円とかの医療費だ

ったとして、その３割、１０万円を超えてしまうという場合だと、個人の負担としては１０万

円くらいまでの支払いで済むと思うんですけども、これがこども医療助成費を使うと、例えば、

ただで済むのか。たしか本市は自己負担がなかったと思いますが、そこら辺がどうなるかちょ

っと今具体的に分からなかったので、お願いいたします。 

 あと、図書館の運営費のほう、やっぱりこちらもデジタル化といって利便性が増す反面、経

費が増えていくのかなと思いました。ただ、その中で江川小学校で学校全体で取組を進めてい

っていただいているということで、どんどん子供たちにデジタル図書への親和性を深めてもら

って、活用していって、また読書に親しんでいただければなと思います。 
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 その中で、また、蔵書に関しても、私以前、例えば、図書館に行ってもノーベル文学賞受賞

者の本が置いてないとかという話をさせていただいたんですけども、そういったところという

のは、要望がないとそもそも買っても意味ないのかもしれないんですが、改善されるんですか。

例えば、岩波文庫とか全部そろったりするんですか、そこら辺お伺いしたいです。 

 防災無線のほう令和５年度中までに計画を策定するということで、逆に整備ということにな

ればいつまでにやるような流れになるのかというところをお伺いしたいです。 

 ホームページ管理運営費のほう、いろんな機能がつくということで、メールフォーム機能、

デジタル博物館とか、オンライン申請、チャットボット機能という答弁がございました。単純

にホームページを見ていて、見やすくなったようなんですけれども、必要な情報にたどり着く

のに結構時間かかるとか。例えば、私、基本的にスマートフォンに各課の電話番号とか登録し

てあるんですけれども、ぱっと調べようとしたときに、２、３クリックぐらいでたどり着くみ

たいな、基本的に一番下にあったりするんですけれど、必要な情報にたどり着けないときがあ

るのかなと感じました。あと、各事業が置いてあって、そこからリンクが貼られていたりもす

るんですけども、結構課によってその情報の充実度にばらつきがあるので、そういったところ

を平準化というか、やっていただきたいなと思います。 

 社会保障・税番号システムのほうで、こちらのコンビニ交付が始まって計１,１３６件のコ

ンビニ交付があったという答弁がございました。窓口の負担というのはどのように変化しまし

たか。今現在マイナンバー等で大変だと思うんですけれども、そこら辺どうなっているのかお

伺いします。 

 熊田診療所の件は、ほかの議員も質問に入っているので、結構です。お願いします。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  こども医療費の件なんですが、例で申し上げますと、例えば、

医療費が１００万円だったもので負担割合が３割だった場合、個人での負担というのは３０万

円になるところなんですが、そのうち高額療養費としての上限額が、１０万円というのはない

と思うんですけども、１０万円であった場合、その１０万円を超えた２０万円が高額療養費の

ほうからの支給になりまして、１０万円分についてはこども医療費のほうから支給ということ

なので、個人負担についてはゼロを考えています。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  図書館の蔵書についての再質問だったと思うんですが、利用

者の要望を聞いて蔵書のほうはそろえるようにしております。ただ、あまりにも専門的なもの

とか、そういったものは、ほかの図書館、県立図書館とか、ほかの市町の図書館から借りるこ

ともできますので、そういったことでできるだけ利用者の方の要望には応えていきたいと思っ
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ております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  今後のスケジュールの関連ですが、令和５年度は基本方針策定、

令和６年度に基本設計、実施設計を組みまして、令和７年度に着工したいと思っております。

遅くとも２か年で終了したいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  コンビニ交付始まって窓口の状況でございますが、窓口のほう、

やはりマイナンバーカードの申請がかなり混んでおりまして、証明書を出す手間ということで、

あまり実感はないというところが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  一通り答弁をいただいて、こども医療費の件も了解いたしました。 

 図書館の蔵書というのは、何を選ぶかというのは難しいと思うんですけれども、ただ、単純

に蔵書を、ネットだと、電子図書とかだと画面で見て本を選ぶんだと思うんですが、実際に

我々図書館行ったときに、例えば、本の装丁とかに気を引かれて選んだりすることってあると

思うんです。あと、タイトルだったりとか。そういったところで名著に会うということもあっ

たりするので、有名どころの本というのは比較的押さえておいていただきたいなという要望で

お願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。再開を１１時２０分といたします。 

休憩 午前１１時０９分 

 

再開 午前１１時２０分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 質疑はございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  予算書７７ページ、道路維持管理費並びに道路保全費、この内容の違

いが１つ。 

 それと、同じく７７ページに辺地道路整備事業費、これ実際にどこの場所なのかなとお伺い

します。 
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 続いても概要版です。４ページ、学校給食センター運営費、令和５年度の１人当たりの助成

額及び対象者はどれぐらいかお伺いします。 

 概要版７ページ、ユネスコ無形文化遺産活用推進事業費、関連して、次もそうなので、ユネ

スコ無形文化遺産保存事業費、ともにこの金額の使用内容はどのように使われているのかお伺

いします。 

 概要版７ページ、文化財保護費、烏山城跡の国史跡指定記念事業とはどんな内容なものを行

うのか。 

 概要版１１ページ、道路保全費、具体的なんですけども、これ三箇トンネルと小白井トンネ

ルＬＥＤ化にするということでありますが、多くの方が望んでいるために、いつ頃に完了する

かということをお伺いします。 

 概要版１３ページ、放課後児童健全育成事業費、児童は全体の何％ぐらいが利用しているの

かお伺いします。 

 同じく１３ページ、概要版、中学生海外派遣事業費、コロナで中止されていたかと思うんで

すが、今年は実施するのか、また、派遣するとしたらば何人ぐらいを予定しておるのかお伺い

します。 

 通告してなかったんですが、あと１つ、概要版４ページの認定こども園施設整備費、令和

５年度、内容は３億円何がしということでありますが、中身はどんなことをやるのかお伺いを

いたします。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  ただいま堀江議員から御質問いただきました３点につきまし

て私のほうから説明をいたします。 

 まず、予算書７７ページ、道路維持管理費と道路保全費の事業の違いについてでございます。

道路維持管理につきましては、道路の構造をそのままの状態に保持するために要する日常的な

費用として計上しております。保全費につきましては、道路の構造自体に損傷が発生した際に

現状程度に復旧するための費用として計上するものと使い分けをしております。 

 次に、辺地道路整備事業につきまして説明いたします。 

 ２路線実施しておりますが、２路線とも継続で実施しているものでございまして、まず１か

所が田野倉の山中の交差点から曲畑へ通じる田野倉曲畑線でございます。もう１か所は八溝グ

リーンライン、那珂川町からさくら市へ抜ける道路の旧江川小学校の入り口辺り、こちらの下

川井柏崎線、２路線でございます。 

 次に、予算概要１１ページ、新規事業として計上いたしました道路保全費の三箇トンネル、

小白井トンネルのＬＥＤ化の工事の完成時期につきましては、一刻も早くという要望はござい
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ますが、令和５年度内の完成を見込んでおりますので、来年の３月ということで御理解をお願

いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校教育関係２点質問をいただきましたので、お答えいたし

ます。 

 概要版４ページ、学校給食センター運営費３,３２６万４,０００円ですが、こちらは学校給

食費保護者負担軽減交付金の額でございます。１人当たり年間２万２,０００円保護者に対し

て交付する、助成する事業でございます。対象者は令和５年度の児童・生徒合わせまして

１,５１２名を予定しております。 

 続きまして、概要版１３ページ、中学生海外派遣事業費５９０万５,０００円です。令和

５年度の実施ですけれども、派遣する予定でおります。生徒１０名、引率者２名を派遣する予

定でおります。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  概要版７ページ、ユネスコ無形文化遺産活用推進事業につ

いてお答えいたします。 

 こちらの事業費につきましては、山あげ祭実行委員会への交付金となります。主に山あげ祭

に来訪されるお客様の受け入れ、山あげ祭のＰＲ等のために使われております。具体的には、

仮設トイレのレンタル、警備員の委託、イートスペースの設置、シャトルバスの運行、桟敷席

の運営に要する経費、ポスター・チラシ等の作成費、山あげ祭まるわかりサイトの運営、屋台

やみこしの位置情報発信、お祭りに関する賠償任意保険になっております。昨年と比較しまし

て３５０万円ほど増額しておるんですけれども、これにつきましては本年度の山あげ祭実行委

員会の反省検討会におきまして、新型コロナウイルス感染再発防止についての取組方針を協議

したものでございまして、全額新型コロナウイルス感染対策の費用として積み上げたものでご

ざいます。ＰＣＲ検査及び抗原検査の費用となっております。議員御承知のとおり５月８日よ

り感染症法による新型コロナウイルスの位置づけが変更となりますので、先進事例等参考にし

ながら感染対策の在り方について再検討してまいります。その上で、感染対策として支出しな

かった部分については市に返還する等の対応を取ってまいりたいと考えておりますので、御理

解のほどお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  私のほうからはユネスコ無形文化遺産保存事業費について御
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説明申し上げます。 

 これは烏山山あげ保存会への助成ということになってございます。保存会での支出の主なも

のは、会議費、郵送料などの事務費、また、事業費として、修理部会や芸能部会など各部会、

また、当番町への事業の助成となってございます。 

 続きまして、概要版７ページの烏山城跡の国史跡指定記念事業の内容について御説明申し上

げます。 

 烏山城跡の国史跡指定記念事業１２４万７,０００円でございますが、これは記念事業とし

て予定しております記念講演会、それと併せて実施する現地見学会を予定してございまして、

その費用になります。主なものとして、講師の謝金、チラシ・後援会資料の作成費、また、簡

易トイレのレンタル料などになります。講演会や現地見学会の詳細は今後関係機関と打合せし

ながら決めることになりますが、記念講演会はできればＪＲ烏山線の１００年記念事業に合わ

せて実施したいと考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  私のほうからは予算概要の１３ページの放課後児童健全育成事

業費の件と、あと、同じく予算概要の４ページ、認定こども園施設整備費、こちらお答えした

いと思います。 

 初めに、予算概要１３ページの放課後児童健全育成事業費で、児童全体の何％ぐらいが利用

しているのかについてですが、令和４年度の当初につきましては２９.２％、現在、令和５年

２月末時点では２６.２％。当初よりも下がってきますのは、まず当初では皆さん申し込むん

ですが、実際利用しないということで、年度末では下がる傾向にあります。令和５年度につき

ましては３３.８％ということで、令和４年度の当初よりも４.６％増となっております。この

辺の理由としましては、昨今の物価上昇を受けた主婦層の就職認識の高まり、あと、高齢者の

就業の増加、おうちにいたおじいちゃん、おばあちゃんも仕事しているということで、子供を

見ることができないということで放課後児童クラブのほうに預ける率が高まっております。 

 次に、予算概要の４ページ、認定こども園、令和５年度の内容ですが、予算額３億

２,７２３万３,０００円のうち３５１万１,０００円が認定こども園の建設工事管理業務委託

になります。残りの３億２,３７２万２,０００円、こちらは工事請負費となりまして、令和

５年度の工事の内容につきましては、既存西園舎の解体工事、あと、新築の園舎、それらの建

築工事の予算となっております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 
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○４番（堀江清一）  道路維持管理費と道路保全費、了解しました。 

 辺地道路整備事業費ですが、どうもやはり辺地道路、辺地債ですか、これが下りないと進め

ないという環境になっておるものですから、非常に進み具合が遅い感じしますのでぜひいい方

法を使って、生活道路ですから、スピードアップして進めていただければと思います。 

 学校給食センター運営費、対象者は了解しましたが、これは令和６年度も補助するというふ

うにたしか書いてありましたが、令和７年度はやめるのかどうか、その辺をお伺いしたいと思

います。 

 ユネスコ無形文化遺産活用、おおむね了解いたしております。収支報告書などを我々見たい

なという感覚がありますので、もし、いただければと思います。 

 文化財保護費、了解しました。 

 それと、道路保全費、今年度中ということでありますが、先ほども伝えたとおり幾らかでも

早くという声が非常に多く寄せられておりますので、ぜひとも進めていただければと思います。 

 放課後児童健全育成事業費、了解しました。 

 中学生海外派遣事業費も了解いたしました。 

 認定こども園についてですが、七合保育園に材木が認定こども園の分として用意されている

のかなと思うんですが、これは民間の材木だというふうにお伺いしました。幾らぐらいその材

木だけでお金がかかっているのかお伺いします。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  給食費の助成につきまして令和７年度以降についての御質問

をいただきました。 

 まず、こちら今現在している助成につきましては、コロナ禍の状況でなかなか収入が増えて

こないというものと、あと、世界的な経済上昇、原材料が上昇しております。そういったこと

での家庭負担がかなり増えているということでのスタートで、助成ということを始めておりま

す。 

 まず、令和６年度までは実施させていただきまして、令和７年度以降につきましては、その

時点での経済状態、そういったものを加味しながら判断させていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  七合保育園に置いてある材木の金額については分かっておりま

せん。 

○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  学校給食センター運営費なんですけども、例えばですけど、令和６年
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度までは補助していますが、令和７年度から補助しなくなったとすれば、いきなり

２,０００円アップになるわけです。これは保護者にとってかなりの負担になる。できるなら

ばずっと継続していただければと思います。 

 認定こども園、材木の金額がまだ発生していないということですが、はっきり言ったら、正

直言ったら、議決されていない案件ですから、若干勇み足じゃないかなと私は思っております。

そういうことも含めて、子供たちの安全を最優先に考えて本来進めるべきだと思います。２階

建てはもってのほか、こういうことであります。ぜひ慎重に、こういう大型プロジェクトにな

った場合は予算が７割アップするということも予測されます。ひょっとしたら今後値上がりし

て１０億円近くなってしまう可能性があるというふうに思われますが、慎重に、慎重に。平屋

建てで最初から計画していれば何ら問題ない。それをできないんだということで、３年もかか

るから、できないんだと。これは正直言ったら、我々をだます言葉だと私は思っております。

平屋から計画していれば延びても２か月か３か月なんです。平屋に計画するということは、前

も言いました、園児の安全、保育士の負担軽減。正直園児が普通の、常時はそれでいいかもし

れませんが、例えば、園児がけがをしたということになれば、保育士さんも責任を感じてしま

うのかなというふうに思っておりますので、ぜひきちっとそういう計画を今後立てていただけ

ればと思っております。 

 以上で私は終わります。 

○議長（渋井由放）  質疑はございませんか。 

 ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  それでは、全て概要版のほうから質問させていただきます。 

 まず、４ページのようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費、１,３３１万２,０００円の事業

内容をお聞かせください。 

 次に、６ページ、教育委員会事務局費、学校適正規模等検討委員会による検討の概要を教え

てください。 

 次に、９ページ、関係人口創出事業費、おためし地域おこし協力隊の委託費の概要をお願い

します。 

 次に、１１ページのＪＲ烏山線利用促進事業費、ＪＲ烏山線の通学定期券を購入し高等学校

へ通学する生徒の保護者への助成の８７６万円の内訳を教えてください。 

 次、１２ページの地域おこし協力隊事業費、１,１３７万３,０００円の事業費の概要を教え

てください。 

 最後に、企画一般管理費、庁舎整備基本構想対策に係る委託費の概要１,２００万円の内訳

を教えてもらいたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  予算概要４ページ、ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費、

こちらの１,３３１万２,０００円、事業の内容ですが、まず１つ目が、令和３年度から実施し

ております赤ちゃん応援券、いわゆるおむつ券なんですが、こちら扶助費としまして３２４万

円計上してございます。２つ目、こちら新規になりますが、出産子育て応援交付金ということ

で、国の事業になります。財源としましては、国が３分の２、県が６分の１、市も６分の１の

事業費になりますが、補助金としまして１,０００万円を計上しております。こちらは妊娠届

出時に面談を実施して、その後に５万円、あと、出産届出があってから乳幼児家庭全戸訪問ま

での間で面談を行って、その後に５万円ということで、１０万円を支給する国の事業となって

おります。その分が今回増額の理由となっております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校適正化関係の御質問をいただきましたので、お答えいた

します。 

 まず４５万円ですが、こちら検討委員会委員の謝金でございます。全員で１７名を予定して

おります。そのうち学校長２名予定しておりますので、残りの１５名分、日当５,０００円の

年６回の開催を予定しております。こちらの予算でございます。 

 検討内容ということなんですが、現在市内には小学校５校、中学校２校ございます。子供の

出生数が伸びない中、この現状をまず確認し、共有し、今後の本市にとってあるべき小中学校

の姿を検討するものです。教育現場には様々な問題があります。支援が必要な児童・生徒や不

登校の児童・生徒の増加など、現状を把握した上であるべき小中学校の姿を検討してまいりた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  私からは通告書３番目、まず、関係人口創出の中に位置づ

けましたおためし地域おこし協力隊の関係でございます。 

 地域おこし協力隊に関しましては、このお試しですとか、この後も出てきます地域おこし協

力隊そのもので費用を計上させていただいております。国、総務省においてこの協力隊につい

ては関係人口の創出というふうな位置づけになっておりますので、このような形とさせていた

だいております。 

 なお、関係人口でございますが、移住されている方は定住人口ですし、観光に来られる方は
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交流人口というふうによく言います。関係人口はその間に位置するもので、度々こちらにおい

でになって、例えば、２地域居住される方とか、那須烏山市のファンになられて地域活動して

いただいたり、あとは、親戚とか何かそういった縁がある方、そういう方々を関係人口という

ふうに呼んでおります。 

 今回のおためし地域おこし協力隊の５０万円でございますが、どうしても協力隊としていき

なり採用する前にいろいろマッチングを図ったほうがいいというふうなことになってございま

して、２泊３日以上で地域協力活動の体験プログラムを実施させていただいて、そこに参加し

ていただく。そのプログラムには地域住民との交流を必ず含むというような、そんなことにな

っておりまして、マッチングを図る中で特別交付税として１団体当たり上限１００万円が措置

されるというふうにされております。本市において今回は体験プログラムを、暫定ですけれど、

２６万円ぐらい、それと、募集したり、実際実施した後に調査したりというフォローの経費を

２０万円とかというので、その他諸費を含めて合計５０万円として積算させていただいたとこ

ろでございます。 

 その次のＪＲ烏山線のことでございますが、８７６万円新規で計上させていただいてござい

ます。一般質問でも回答させていただきましたとおり利用向上の中には誘導策とかイベントと

かいろいろなものが求められるわけですけど、今回のこちらは定期の学生の利用というところ

にターゲットを絞ったものでございます。こちらの積算８７６万円につきましては、まず、市

内に住んでいる高校生の保護者であって、ＪＲ烏山線を利用して通学する、また、市外に居住

するんだけれども、ＪＲ烏山線を利用して烏山高校へ通学する、そういった生徒の保護者の通

学費に対する補助ということで算定させていただきました。 

 こちら金額の算定に当たりましては、烏山高校に通っていらっしゃる今の生徒、その生徒の

中でＪＲ烏山線を使っている子供たち、令和３年度の入学者は５６名が使っていたそうです。

また、令和４年度の入学者では４２名が使っていたそうです。こちらの数字を使わせていただ

いて、また、多分烏山高校に通われる方々は、烏高生でも、烏山中学校卒業生でも滝駅から乗

る可能性もあるんですが、一番可能性が高いのは南那須中学校卒業の子供たち、それと、その

ほかの市外から来る子供たちということで数字を算定させていただいて、その上で定期の金額

を掛けて、補助率は４分の１ということで積算させていただいております。また、同じく、烏

山高校だけではありませんで、市内から高根沢高校に通う子供たち、こちらについても烏山中

学校から、あるいは南那須中学校から行かれる子供たちの数を想定させていただきまして、逆

に市内から市外の学校、宇都宮方面、氏家、矢板方面等々に通う子供たちの数を想定させてい

ただいて、その上でこの定期の金額、その４分の１を補助した場合にということで算定させて

いただいております。こちらがこの８７６万円のＪＲ烏山線利用の通学の補助となってござい
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ます。 

 ３番目、地域おこし協力隊の事業費ですが、今年度１,１３７万３,０００円ということで前

年度から３１７万５,０００円増となってございます。こちらは、来年度の予算の積算に当た

りましては３名の採用を想定したものでございます。既に御案内のとおり令和４年度の１名、

ＪＲ烏山線の関係なんかでも大変活躍していただいております１名を採用済みです。それと、

令和５年度の当初に１名は何とか採用ができるという見込みで今現在進めてございます。本当

は令和５年度中に何とか２名を雇いたいなということで進めてまいりまして、そんなことで合

計３名分予算をさせていただきました。昨年度は２名分だったものですから、１名増というこ

とで増額となってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  企画一般管理費の庁舎整備基本構想策定に係る委託費の概要

でございます。 

 令和５年度の１年間を想定しました業務委託ということで、新庁舎整備の考え方、庁舎の規

模等を再整理した上で十分な敷地が確保できる候補地の抽出を行うとともに、候補地の客観的

な評価、比較検討を行い、基本構想の成案化を図ってまいりたいと考えております。併せて市

民が期待する市街地再生に向けた烏山庁舎・南那須庁舎の跡地利用を含めた公共施設の再編の

シミュレーションを行ってまいりたいというふうに思っております。過日特別委員会にも報告

させていただいておりますが、今後ともよろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  それでは、再質問させていただきます。 

 ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費については了解しました。 

 学校適正化規模検討委員会による検討なんですけども、将来というよりも、小中学校の統廃

合に向けた検討はあるのか伺います。 

 それと、おためし地域おこし協力隊の委託費、これは地域おこし協力隊を募集するためのお

試し事業でよろしいのか伺います。 

 それと、ＪＲ烏山線利用推進事業、高等学校に通学する生徒の保護者への助成なんですけど、

烏山線を利用する全ての学校の生徒でよろしいんでしょうか。また、８７６万円で十分なのか、

それと、単年度なのか、これから継続するのかも伺います。 

 地域おこし協力隊事業費は理解しました。 

 最後の庁舎整備基本構想策定に係る委託費なんですけども、費用対効果の高い行政戦略とあ

りますが、認定こども園の工事費が７０％も増えたと。庁舎整備ともなると、７０％というと
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莫大な費用がかかると思うんですが、どこに費用対効果があるのか伺います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  学校適正規模検討委員会ということで、学校適正配置検討委員会と

かいろいろちょっと、まだ正式には名前決まっておりませんけれども、一般質問の滝口議員の

ときにも御説明したとおり、義務教育学校、それから、統廃合、それを前提として検討委員会

を行うものではありません。委員の皆さんに現状と今後の出生率その他状況を説明して、いろ

いろ御意見を伺いたいと。もちろん教育委員会としてこんなことになるのかなというパターン

は幾つか持っておりますけれども、それを前もって委員に示して、そちらへ誘導しようとか、

そのようなことは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  まず、おためし地域おこし協力隊でございますが、前提と

してやはり地域おこし協力隊に応募していただくためのものでございます。そのためのお試し、

体験をしていただいて、いいとなれば応募していただきたい、そういうものでございます。 

 ２番目のＪＲ烏山線の通学補助でございます。 

 まず、対象者でございますが、ＪＲ烏山線を使う高校生の通学ということでございまして、

あと、すいません、先ほど説明が抜けておりましたが、金額の積算に当たりましてはあくまで

ＪＲ烏山線の利用だけです。ＪＲ宇都宮線の利用の金額ではなくてＪＲ烏山線の利用、その通

学の定期に対する補助ということでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  費用対効果を十分考慮して進めていく、当たり前のことであ

りますが、庁舎を造るという基本的な考え方、皆様にお示ししておりますが、やはり老朽化、

それから、安全・安心、防災対策、全ての部分を考慮し、庁舎整備が必要でございます。そう

いった部分で費用対効果、当然物価等々もございますから、目標年次を令和１０年、１１年と

いう目標を事務方では掲げておりますけども、その辺も含めてこれから令和５年度見直しをし

っかりしながら、基本構想の成案化、当然事業費の積算等も第三者の目で業者委託をして進め

てまいりたいと考えておりますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（渋井由放）  ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  １つ答弁漏れがあったと思うんですけども、単年度で終わるか、これ

からも続けるのか。 
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 それと、答弁は結構なんですけども、認定こども園や庁舎整備の増額分はしようがないと、

ＪＲの株式を、配当金、割引券が漏れなくついてくるのに関わらず購入できない。私からする

と考えられないんですけども、このことについて答弁は結構です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  失礼しました。補助を考えている期間ですけれど、今現在

３年間を考えてございます。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 川俣市長。 

○市長（川俣純子）  庁舎の整備や、もちろん認定こども園のほうにも私たちも費用対効果

だけではなく、本当に必要なものであると思って考えております。皆さんに理解してもらう時

間がちょっとかかり過ぎているのか、私たちの丁寧な説明が足りないのか、その辺を十分協議

させていただきながら早急に進めていくようにしていきたいと思いますので、御理解のほどお

願いしたいと思います。 

 あと、ＪＲのほうは、民間企業の株を買うということはなかなか危険度がありますので、今

のところは大きな国債とか、そういう地方債にさせていただいておりますので、よろしくお願

いします。 

 あと、変換して、割引券なんですけど、案外使い勝手が悪いのが現状でありますので、その

辺も加味させていただいております。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

○５番（興野一美）  はい。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時といたします。 

休憩 午前１１時５７分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ここで、午前中の質疑に関しまして、執行部より追加答弁がございます。 

 菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  髙木議員の追加答弁させていただきます。 

 機器の台数等を伝えたいと思います。まず、サーバー機器については、烏山庁舎５台、南那

須庁舎４台となります。先ほど申し上げました、ノート型端末、ＰＣ、これが２５０台になり

ます。それから、ハブとかルーター、ネットワークの接続機器関係は、詳細がかなりの多岐に

わたるので、ホームページのほうには、実は公開しています。もし分からない場合は、紙ベー
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スでもお渡しできますので、言っていただければと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ６番青木敏久議員。 

○６番（青木敏久）  議席番号６番青木でございます。通告に基づきまして、お伺いいたし

ます。 

 いずれも、概要版からで、５点御質問いたします。 

 まず、初めに、予算編成の基本的な考え方、予算規模は対前年比７.５％の大幅増となる

１２０億円となりました。財政力の伴わない中、思い切った予算編成は、町の存続のリスクに

関わる、これは高根沢町長の発言でございます。等の考え方もある中、道路整備など、積極型

の大幅増の理由についてお伺いいたします。 

 次に、認定こども園施設整備費について伺います。整備費は、当初概算整備費５億

１,８００万円から約７０％増の８億７,９００万円に算定されました。にこにこ保育園が浸水

想定区域内にあること、敷地を広げると開発行為が必要になり、経費が増大することがもし課

題であるならば、将来を展望したリノベーション事業も検討すべきではないか。お伺いいたし

ます。 

 次に、ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費、今年度の予算、３２４万円から１,３３１万

２,０００円の大幅増の理由ですが、興野議員の御質問から、おおよそ理解いたしましたので、

新規事業の１００名に対する１０万円の助成金、補助金についての効果についてお伺いいたし

ます。 

 次に、高等学校教育振興事業費についてです。烏山高等学校への市営バス等を利用して通学

する生徒の保護者への定期券購入費用の一部助成は、補助金の客観性、公平性の確保に問題は

ないか、お伺いいたします。 

 次に、ユネスコ無形文化遺産活用推進事業費について、山あげ祭実行委員会の助成について、

今年度の１００万円増額から、さらに３００万円を増額して９５０万円になった、これについ

ても、堀江議員の御質問からおおよそ理解いたしました。これについては、今年度は、５月

８日から新型コロナウイルス感染症が５類に移行されるということもありまして、観光客の増

客といいますか、どのくらい多く本市に訪れるか、見込みをお伺いいたすものです。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  予算編成の基本的な考え方の御質問にお答えしたいと思いま

す。 
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 主な増額要因としましては、予算概要の３ページ記載のとおりでございますが、このうち特

に大きな事業といたしましては、認定こども園の整備、脱炭素化の推進、道路橋梁等の整備に

なります。これらの事業につきましては、市が積極的に取り組むべき課題でございます。でき

るだけ早期に実現すべきと考えている事業でございます。また、施設の集約化や省電力化を推

進し、経常的な経費の抑制に努めることは重要だと考えております。 

 しかしながら、大規模な事業を実施する場合は、議員御指摘のとおり、財源の確保は重要で

ございます。令和５年度の主要事業につきましては、これらを考慮し、認定こども園の整備に

は、林業木材産業に係る県の補助金を活用するとか、公共施設等適正管理推進事業債、充当率

９０％、交付税算入は５０％、こういったものの活用とか、脱炭素化の推進においては、緑地

公園の工事につきまして、ＬＥＤ化の工事につきましても過疎債を活用するなど、なお、三箇

河トンネル、小白井トンネルのＬＥＤ化につきましても、緊急自然災害防止対策事業債、これ

らも非常に有利な起債を活用いたします。こういったことを活用しながら、財源の確保は努力

してまいりたいというところでございます。 

 また、道路整備事業につきましては、詳細は都市建設課長のほうになりますが、前提的なこ

となので私のほうから御説明しますが、令和元年東日本台風によって、被災しました向田地区

の落合橋の県営工事に関する負担金、これが増額となっております。 

 また、橋梁維持管理事業につきましては、令和４年度からの継続事業ということもあります。

青雲橋の工事費が増額となっております。 

 これらが予算の増額の要因でございますが、今後とも財源の確保に努めながら、必要な事業

の推進を図ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  初めに、予算概要４ページの認定こども園施設整備費の中で、

将来を展望したリノベーション事業も検討すべきではないかとの質問にお答えします。 

 まず、質疑の内容にもございましたとおり、主課題は、開発許可に伴う経費が増大すること

とありますが、それも一部ございますが、開発行為に伴う園舎整備の工事着工までの期間を要

することが一番の理由となっております。これは荒川の浸水想定区域内に立地するにこにこ保

育園に通園する園児たちの安全・安心の確保と、保護者の不安払拭を第一に考え、一刻も早く

移転させる必要があるからそのように考えております。 

 そういった中で、令和元年度では、つくし幼稚園園舎改修と、あと給食調理場の新築、それ

をまず想定しておりましたが、令和２年度の基本計画策定中において、出生数の激減、あと小

規模保育施設、２園の新規設置、そういったことから、認定こども園、施設の規模を縮小して
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建てられることが分かりました。また、既存のつくし幼稚園園舎はデザイン優先ということも

ありまして、特に屋根の雨漏り等による傷みがひどく、大規模改修が必要となりまして、新築

と改修、リノベーションの整備費に大差がなく、２０年後までのイニシャルコストも含めると

新築が有利であることも分かりました。 

 以上のことから、敷地を広げることなくスピーディーに新築することにより、にこにこ保育

園に通園する園児の安全・安心の確保と保護者の不安払拭を第一に考え、一刻も早く移転させ

ることとしたところです。 

 将来の展望につきましては、一般質問での市長答弁にもございましたとおり、このまま出生

数が減り続け、認定こども園、１階部分のみでの保育業務が可能となってしまった場合、２階

部分を子育て支援施設にするなど、しっかりと区分しながら利用できることも想定しておりま

す。 

 次に、予算概要の４ページのようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費のうちの新規事業で入

ります、１,０００万円、出産、子育て応援交付金、これについての効果ですが、まず、この

交付金の目的としましては、核家族化が進み、地域のつながりも希薄となる中で、孤立感や不

安感を抱く妊婦、あと子育て家庭も少なくないことから、全ての妊婦、子育て家庭が安心して

出産、子育てができる環境を整備するということで、それを目的に始めるものです。 

 まず、先ほど申し上げたとおり、妊娠届を出した時点で、まず、保健師のほうと連携を取り

ながら相談業務を始めまして、出産を終えたところで、また申請をいただいて、残りの５万円

を給付して、出産後の対応についても、継続的に伴走型相談、支援ということで、子育ての支

援というものをすることを目的として、つくられたものでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校教育関係ですけれども、烏山高校の通学補助金の客観性

と公平性についての御質問をいただきましたので、お答えをさせていただきます。 

 烏山高校通学補助金ですが、那須烏山市第３次総合計画基本構想において、本市にとって、

新たな課題の１つと挙げられています、県立烏山高等学校存続に対して、本市が取り組む事業

です。 

 地方自治法においては、公益上必要がある場合においては、補助することができると明記さ

れております。補助金は、市の政策に沿った事業を行うことに対して交付されるお金です。自

由な裁量で決めているわけではなく、客観的に判断をして決定をしております。手続について

も、客観性を持っております。 

 また、公平性につきましても、烏山高等学校へ市営バス等を利用して通学する生徒の保護者
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に対しては、この補助金を受ける機会は平等にあります。公平性も確保されております。また、

公共交通の存続という一面もありますので、広く公平性も考えられているものだと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  概要書、７ページ、ユネスコ無形文化遺産活用推進事業に

ついての、今年度の観光入れ込みの見込みについてということでございますが、こちらにつき

ましては、令和５年度の感染症対策を今後、検討していくこととなってくると思うんですが、

その対策にもよると思うんですけれども、何ら制限のなかった令和元年度、ここが８万人だっ

たものですから、限りなくここに近づけていければと考えます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ６番青木敏久議員。 

○６番（青木敏久）  ありがとうございました。 

 まず、予算編成の基本的な考え方については、財源の確保が重要だという御説明がございま

したので、極力、財源の確保に注力していただきまして、進めていただければと思います。 

 認定こども園施設整備費、これにつきましては、今、課長のほうから御答弁いただきました

けれども、まず、大きな課題では期間を要するということと、あと一つ、雨漏りということも

リノベーション事業と新築の場合には変わらないと、大差なしと。雨漏りについては、整備事

業、まず、ごめんなさい、最初に冒頭、申し上げると、認定こども園の整備と一般家庭の、例

えばリフォームとか新築というのを同列に扱えないということは、これ重々承知なんですが、

一般の我々、市民の方に考えると、例えば３,０００万円で新築しますよということが、材料

費が高騰した、人件費が高騰したということで、５,１００万円になりますよといった場合に

どう考えるのかなということが、どうしても我々、私も含めて、議会では一般市民に立ち返っ

た場合に、そういう懸念がございまして、この質問をしているわけなんですが、リノベーショ

ン事業で雨漏りがするということでございますけれども、雨漏りに関しては、今、一般の家庭

の、例えば屋根で雨漏りするという場合には、取り壊すことなく、屋根をふいちゃうんですよ

ね。というのは断熱効果があったりということと、工期が早かったりということもあるので、

そういうことも含めて、リノベーションについて御検討されたのか。例えば、引き前にすると

か、屋根については、取り壊して時間を要するんじゃなく、上にふいちゃえば工期も短縮でき

る、断熱効果もある。そうすると電気代の抑制にも関わると。そういう利点もございますので、

この点について、検討を加えたのかというのが第１点でお伺いします。 

 あと、ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費、これについては、私どものほうでは、応援
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金をお支払いすると。店舗を利用して取りに来ていただくという方策だと思うんですけれども、

先進地で、例えば、明石市の場合には、こちらから宅配をするという方法を取られている、宅

配サービスの手法を取られていると思うんです。何で手間がかかる宅配にするかというと、要

するに、その目的は御家庭の様子を伺うと、相談業務にあると。同じぐらいの子育て経験のあ

る女性の方が訪問することによって、年齢に応じた悩みを聞けるということで、手間はかかる

かも分からないですけど、相談業務が主たる目的であるということもあるので、ただ単に配る

と、取りに来てと、店舗で取ってくださいということじゃなしに、少子化ということをうたわ

れているのであれば、そういった手法も取られるのはいかがかということで、これについてお

尋ねしたいと思います。 

 次の高等学校教育振興事業費、今、課長からお話を伺いました。公平性、客観性が担保され

ているということですが、烏山高等学校はバイクで通学する方も多分おられるかと、部活の関

係とかでおられるかと思うんですが、公平性を担保するのであれば、ガソリンも高騰しており

ますし、ガソリン代もかかるということなので、そういうことも含める検討はされたのか、こ

れについて伺います。 

 次のユネスコ文化遺産については、課長から御説明あったとおり、コロナの状況にもよりま

すけれども、我が市が、また、にぎわいを創出できればということを願っておりますので、以

上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  つくし幼稚園の屋根の関係ですかね。そのほうで、ふき替えと

いうか、上にかぶせるような形での工事の検討はしたのかということですが、専門業者とかそ

ちらのほうでも見てはいただいたんですけど、もう既に雨漏りで内側に入り込んでしまって、

どこから雨漏りしているのかも分からない。したたって落ちているんですけど、腐食とかも想

定されるので、やはり全面的に屋根を直さないといけないということもあったのと、あと、施

設の中に窓がなく真っ暗になってしまう部屋があったりとか、あと、ガラスが、窓が低くて子

供の真っすぐ行っちゃったときにぶつかるような、危ないような設計になっていたのもあった

ので、その辺も考えて、新築ということで考えたところです。 

 あと、次にようこそ！なすから赤ちゃん応援事業のうちの交付金の配布の方法なんですが、

まず、こちらの事業の最大の目的は面談なんです。なので、妊娠届を持ってきたときに、その

時点でいろいろな面談を行って、今後どうしていきましょうとか、そういったお話をする機会

が必要ということで、まず、妊娠届出をしていただくような形になります。 

 あと、出産後については、新生児の全戸訪問、家庭のほうに保健師とか、あと助産師、出向

きますので、そのときに関係資料を持っていって対応するような形も取れます。多分口座振替
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になりますので、こちらについては。そういったことで、常々、保健士と妊婦、あと母親がず

っと連携しながら進めていけるような、そういった伴走型と国のほうは言っていますが、そう

いったことで相談支援をつくるということでの制度となっております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  再質問いただきました、バイクでの通学の生徒たちに対して

もという話でしたが、実際、検討した際に、冗談めいた話ですけれども、歩きの人に対しても

補助を出すのか。歩きの人にはシューズ代を、購入代を出すのかなというような話も実際出ま

した。そういった中で、公平性をどういうふうに担保するかということで、今回、私たちのほ

うでは、まずは、バスの定期代の一部助成、補助金ということで話をさせていただいて、考え

てまいりました。 

 今後、バイク、そのほかの通学方法につきましては、ほかの自治体とも状況を見させていた

だきながら、再度、検討を進めさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  公平性の観点で、今、課長のほうから説明したとおりです。 

 以前に、実際に通学補助をしていたときの状況を申し上げますと、烏山高校の校長が、烏山

高校が中心になって要望したわけなんですが、その大きな理由の１つは、バイク通学を減らし

たいと。非常に危険を伴う、しかも、かなりの距離を通学する子がいるものですから、あとは

休みの日に乗り出してしまうということで、大きな理由の１つは、経済的な支援と併せて、バ

イク通学を極力減らしたいと。大体、新車とか中古、いずれにしても、バイク１台買う値段で

あれば、通学補助が出た場合には通学できるだろうと。 

 そのような形で要望して実現したわけですので、バイクに対する補助というのは、子供たち

の交通関係の安全を考えると、果たしていいのかというのが、若干疑問が残るというようなこ

とになっていますので、今後、また先ほど課長が申し上げたように、検討はしていきたいと思

いますが、一応そのような考え方もあるということも御理解いただければと思います。 

○議長（渋井由放）  ６番青木敏久議員。 

○６番（青木敏久）  再度、質問させていただきます。 

 まず、認定こども園については、課長からお話がございましたけれども、リノベーションと

いうのは、窓がゆがんでいるとかいろいろ、そういうのを含めたのがリノベーション事業なの

で、リフォームじゃなくてリノベーションということで、時代も変わっていれば、子供さんた
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ちの動き方も変わっていると思うので、そこも含めてのリノベーションですから、屋根は雨漏

りしているというのは、上からふけば雨漏りは収まっちゃいますから、そういうことを検討さ

れたかということを、私が質問した趣旨でございますので、これは、答弁は結構でございます。 

 あと、保健師が、赤ちゃん応援事業では、お伺いして話を聞いているということでございま

すけれども、これ、毎月訪問しているのか、どのくらいの頻度でお邪魔してお話を聞いている

のか、それについてお伺いするのと、高等学校教育振興事業については、平成２９年の予算審

査結果報告書で、そのとき、平成２９年ですから、そのときの出席委員、委員長が田島議員。

その出席が、小堀議員と渋井議長もお名前が入っていますけれども、学校教育課の審査でこう

いうことが書いてあるんですよ。県立である烏山高校については、通学費の補助をするのでな

く、魅力ある学校づくりに向け、費用を抑えた支援をされたいと。こういうことがあるので、

そのときの予算審査報告書が出ていますので、これについての所見を伺います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  そのような報告書を私も当然見ておりますけれども、学校関係の、

いわゆるよく言われるのが学校の魅力がないからだというふうなお話を聞きます。もちろん歴

代の校長以下、職員全員が魅力ある学校づくりを、烏山高校、邁進してきているわけです。な

かなか倍率だけ見ると、結果が伴っていないんじゃないかという話がありますけれども、その

ことと通学支援はまた別な問題ですので、そのような形で私たちは、学校のほうには、こうい

う報告が出ているから、当時の校長に話をしておりますし、支援は支援で、実際問題として支

援を打ち切った後、他の地区からの通学生が激減しているというような状況が実際に起こって

います。 

 また、議会の中でも、早急に復活すべきだというお話も伺っておりますので、今回のものに

つきましても、やはり通学補助はあったほうがいいだろうというような考えで推進してきたわ

けでございますので、御理解いただければと思います。 

○議長（渋井由放）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  すいません。この通学費用に関しましては、いろいろな議論をされて

きた中に出てきました。まず、通学の補助金だけ出した場合で、なぜ地元に納税もしていない

方々に補助金を出すのかと。烏山高校存続のために本当に必要なのかという御意見もいただき

ました。 

 それだったら、同じようにほかの学校に行く地元の人たちにもあげたらどうだという意見も

あり、いろいろな論議をさせていただいた結果、一度やめることにしました。確かに、それで

やめた結果、バイクの事故がすごく減っていたのが少し増え始めましたと。それに、学生がほ
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かから来る、烏山高校に通うことが減りました。それと、今回のＪＲ烏山線の存続もあります

ので、一番乗っていただける有効な手段ではないかという形で、このような手段を選ばせてい

ただきました。決して、私どもとしましては、烏山高校とＪＲ烏山線の存続のために何が有効

かということを考えさせていただいた結果、このような結果になっております。ここだけ取り

上げるのではなく、大きく皆さんの御意見をいただいた結果、このような形になっています。 

 ですから、今後も変わる可能性はありますので、そのときの御意見と状況を併せて考えてい

きたいと思いますので、また、御意見をいただいたり、アイデアをいただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  保健師等の家庭訪問の件なんですが、何も問題がないところに

ついては、一番最初に家庭訪問するのは、出生後の２か月以内の新生児訪問、それが一番最初

になると思います。一番最初の妊娠届、それが来た際に面談をすることになりますが、そこで

問題が何かあれば、その方に合わせての定期的ないろいろな、自宅に行くか、こちらに来てい

ただくか、調整しながらやっていくこととなりますし、あと、そもそも産婦人科での妊婦健診

がありますので、産婦人科のほうとの連携も取れていますので、問題があれば、病院のほうか

らもこちらへ連絡が来ますので、その際は、個別対応ということでやっていくような形になっ

ています。 

 あと、出産以降も、２か月以内の家庭訪問以降は、月齢によっての乳幼児健診、かなりあり

ますので、その時点で、定期的というか、乳幼児健診のときに、１件１件丁寧に対応していく

ような形になるところです。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ６番青木敏久議員。 

○６番（青木敏久）  ありがとうございました。 

○議長（渋井由放）  ほかにございませんか。 

 ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  それでは、令和５年度当初予算総括質疑をさせていただきます。概要

書と予算書から、質問させていただきます。 

 ４ページ、不妊治療助成費、不妊治療者への助成の内容についてお伺いいたします。同じく

４ページ、子育て世代包括支援センター事業総務費、事業内容をお伺いいたします。支援専門

員の役割について、お伺いいたします。 

 ４ページ、児童虐待防止対策費、家庭相談員を配置する効果についてお伺いいたします。同

じく４ページ、学校給食センター運営費、このことについては、堀江議員もお伺いしています
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けれども、もう一度お伺いしたいと思います。給食費の助成の拡充と、その内容について、お

伺いいたします。 

 同じく４ページ、多様で柔軟な共生戦略、女性の活躍推進、誰もが活躍できる環境の推進と

ありますけれども、どのように推進をしていくのか、具体案をお伺いいたします。 

 概要版の５ページ、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業費、フレイル予防等高齢

者の健康づくりの事業実施について、詳細をお伺いいたします。 

 ７ページ、これについては、文化財保護費、烏山城跡の国史跡指定記念事業の実施について、

詳細をお伺いいたします。このことについても、お話をいただいていたのかな。堀江議員から

お伺いしていましたので、このことについては、大丈夫です。 

 その下の関係、９ページの関係人口創出事業費の、おためし地域おこし協力隊の委託費の詳

細ということで、このことについても、興野議員からお話をお伺いしましたので、了解いたし

ました。 

 概要版の９ページ、定住促進対策事業費、これは首都圏からの移住者への支援の詳細という

ことでお伺いしたんですけれども、一つ、Ｉターンというか、そういう方たちとのそれとはま

た別個のもので、那須烏山市から出ていった方が、また戻ってきたときにも利用できるのかと

いう、その関係を教えていただければと思います。 

 概要版の１０ページ、交通指導員活動費ということで、対象人数と雨具や防寒着、そういう

ものの支給について、お伺いいたします。 

 最後の予算書の１１１ページ、産科初診費用補助金ということで、事業の概要と効果につい

てお伺いいたします。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  初めに、予算概要の４ページ、不妊治療助成費。不妊治療者へ

の助成の内容についてですが、こちらは、令和４年度から不妊治療が保険適用となりまして、

体外受精、あと顕微授精等の代表的な治療方法の費用の７割が公的保険で賄われるようになり

ました。 

 一方、保健診療と併せて行う先進医療は保険が適用されず、全額治療者の負担となっており

ます。本市は、ここ数年の急激な少子化への対策として、不妊等の治療を行っている出産を望

む夫婦の経済的負担を軽減し、安心して治療に臨み、妊娠、出産できる環境を整えることを目

的として、不妊不育にかかる治療の保険適用、及び保険適用外の検査、治療に対し、自己負担

の２分の１を１年度当たり、３０万円限度で助成するものです。 

 次に、同じく、予算概要４ページ、子育て世代包括支援センター事業総務費、事業内容と、

あと支援専門員の役割についてということですが、まず、事業の内容としましては、４つ大き
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くあります。 

 まず、１つ目が、妊産婦及び乳幼児等の実態を把握すること。あと、２つ目として、妊娠、

出産、子育てに関する各種相談に応じ、必要な情報提供、助言、保健指導を行うこと。３つ目

として、支援プランを策定すること。４つ目として、保健、医療、または福祉の関係機関と連

携、調整を行うこと。 

 こちら、センターにつきましては、平成２９年４月１日に、こども課内に子育て世代包括支

援センターということで設置いたしました。妊娠、出産、子育ての切れ目ない支援を行うため

の総合相談窓口として、専門職２人、看護師になりますが、配置しまして、母子保健や子育て

に関する様々な悩みや不安への相談支援を行うとともに、関係機関との連携、体制の充実を図

っているところです。 

 支援専門員の役割ですが、妊娠届出の際に専門員が面接し、未婚や精神疾患既往のある方に

ついて、妊娠期から支援が必要と思われる方を、まず、把握します。個別支援計画を策定し、

継続的な連絡や面接を行い、関係性を構築しながら対応しているところです。また、子育て支

援グループとの情報共有等も連携を取りながら、支援に当たっているところです。 

 妊娠初期に風疹にかかると難聴や先天性心疾患、白内障等の障害を負うリスクが高いため、

妊婦、家族に風疹抗体検査や予防接種の勧奨等の支援をしているところです。ほかに母親学級

を開催し、沐浴等の体験や出産に向けての準備支援を提供しているところです。 

 出産後につきましては、地域での仲間づくりや母親のリフレッシュを目的としたママサロン

を実施しておりまして、ほかに家庭や地域で孤立の解消を図るため、産後４か月頃までの母親

を対象に、産後サポート事業として「おひさま」を実施し、安心して育児ができる環境づくり

にも努めているところです。 

 支援員につきましては、平日８時３０分から１６時３０分まで常勤しまして、いつでも相談

支援や、子の体重や身長測定ができる体制を整えているところです。 

 乳幼児健診、相談にも従事していただいています。乳幼児の実態の把握や検診後の専門職内

でのカンファレンスにも参加し、支援方針の共有を図っているところです。乳幼児期のみでな

く、思春期教室にも従事していただいて、看護職として、柔軟に幅広い対象に関わっていると

ころでございます。 

 次に、予算概要４ページ、児童虐待防止対策費、家庭相談員を配置する効果についてという

ことですが、家庭相談員は児童福祉に関する相談に応じ、必要な調査指導を行うことや児童虐

待防止法に基づく通告、相談の業務を行っております。 

 選任する職員を置くことで、窓口での相談業務に余裕を持って丁寧に対応することができ、

相談者の安心感や信頼を得て、円滑な相談業務を行うことを目的としています。相談業務は、
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窓口や電話での対応に時間がかかるだけでなく、その後に相談内容を整理、記録し、また、困

り事に応じては解決策についての情報を集め、相談者に提案するなど、時間がかかるものです。

中でも虐待関係は、継続的な関わりで支援することが必要になります。相談員は職員とともに

研修を受講するなど、知識や経験を積み重ね、母子保健業務と連携、役割分担しながら、妊娠、

出産、子育てする家庭を支援しているところです。 

 最後に、予算書、１１１ページ、産科初診費用補助金、これの事業の内容と効果についてで

すが、こちらは国の新規事業で、低所得世帯の女性が産婦人科で妊娠を確認する初回の受診料

について、１万円を上限に補助するもので、費用については、国と市が折半する制度となって

おります。健康保険が適用される病気やけがと異なりまして、妊娠は原則自己負担で、妊娠届

出を出した後の妊婦健診は公費補助で受けられますが、妊娠届の提出前は対象にならないため、

女性が初回の受診をためらって、必要な支援等を受けられないおそれがあることが課題となっ

ていたものに対し、対応するものです。 

 多くの妊婦は、妊娠検査薬で陽性反応があった場合、産科を受診し、結果を確認しています。

超音波や血液検査、内診によって、子宮外妊娠などの異常、胎児の状態などを把握しますが、

初回受診を怠ると、異常があった場合の対応に遅れを生じます。また、妊娠届を出さないこと

により、リスクとして、産み落としや孤立、虐待にもつながるおそれがあることから、初回受

診料補助と相談支援を一体的に行うことで、妊娠の状況を継続的に把握し、必要な支援につな

げていくものです。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校給食費、保護者負担軽減交付金の件で御質問いただきま

した。 

 堀江議員との答弁と重複しますけれども、お許しいただければと思います。まず、こちらの

交付金ですけれども、令和５年度当初予算は３,３２６万４,０００円でございます。児童生徒

１人当たり年間２万２,０００円の交付金ということになります。こちらの交付金ですけれど

も、令和３年度におきましては、６月補正で、こちらは予算を計上させていただきました。令

和４年度につきましても、これは当初予算で、令和４年度だけということで予算計上させてい

ただいています。 

 令和５年度の当初予算の考える際に、令和６年度までこの事業を続けていきましょうという

ことで、今回、この拡充ということで捉えておりますことを御理解いただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（水上和明）  私からは概要書の４ページ、多様で柔軟な共生戦略の中の女

性の活躍推進、誰もが活躍できる環境の推進の具体案ということで、お答えさせていただきま

す。女性の活躍推進につきましては、以前に比べ改善はされているものの、依然として、固定

的な性別役割分担意識や無意識の思い込み、アンコンシャスバイアスが一部で残っている状況

です。 

 そのため、講座や講演会等を開催したり、人権問題に関するリーフレット等の配布を行った

りすることで、女性の活躍推進に関する意識づくりを行ってまいりたいと考えております。ま

た、政策や方針の決定の場における女性の参画の拡大に向け、各審議会や委員会等における女

性委員の積極的な選任に取り組むことや、市職員の能力や実績を適切に評価しまして、意欲と

能力のある女性職員を積極的に発掘し、女性管理職の登用を進めることで、女性の活躍推進に

取り組んでいければと考えております。 

 次に、誰もが活躍できる環境の推進につきましては、ワーク・ライフ・バランス推進企業認

定制度が今年度から運用されておりまして、現在５件ほど認定されている状況です。市内事業

所にワーク・ライフ・バランス推進を取り組むきっかけを提供するとともに、当該制度や認定

事業所を周知することにより、誰もが活躍できる環境の推進につなげていければと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  移住支援金について、Ｕターンの場合には該当になるのか

という御質問でございました。 

 こちらについては、Ｕターンの場合は駄目だというのは特にございません。Ｉターンももち

ろん大丈夫だと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  皆川健康福祉課長。 

○健康福祉課長（皆川康代）  私のほうからは概要書５ページ、高齢者の保健事業と介護予

防の一体的実施についてお答えいたします。 

 まず、事業の概要です。こちらは、栃木県後期高齢者医療広域連合からの受託事業でござい

ます。国におきましては、令和６年度までに全国の全市町村で廃止するものとされております。

本市におきましては、令和２年度より実施をしているところでございます。こちらは、後期高

齢者の健康づくりと介護予防のために医療担当、健康づくり担当、介護予防担当が連携し、専

門職による一体的な実施を展開することによりまして、保健事業の充実を図るとともに、医療

費及び介護給付費の適正化を図るということが目的でございます。 
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 主な事業の内容です。この事業の内容につきましては、国が示している必須の事業でござい

ます。 

 １つ目が、医療専門職による企画調整の業務、２つ目が、高齢者に対する支援事業といたし

まして、この支援事業の中には２つございます。個別的支援、こちらはハイリスクアプローチ

と申しまして、低栄養の防止、生活習慣病や糖尿病の重症化の予防、こちらは、健診の結果等

から支援が必要な方をピックアップいたしまして、その方に直接支援するものでございます。 

 もう一つは健康状態の不明者への対策です。こちらは、健診や医療レセプト、また、介護サ

ービスの利用状況がない方、また、そういうサービス等につながっていない高齢者の把握をい

たしまして、個別に訪問等を行って支援を行うというものです。 

 もう一つは、通いの場への積極的な関与、こちらはポピュレーションアプローチというふう

に申しまして、こちらは住民主体で運営されております、通いの場等への積極的な関与でござ

います。ふれあいの里等でフレイル状態の把握や、これは質問票がございますので、こちらで

確認をしたり、体力測定等の実施を行っております。 

 また、フレイル予防の普及啓発や専門職、歯科衛生士、栄養士、運動指導士、保健師による

健康教育や健康相談を行っております。令和５年度につきましては、上記の専門職、先ほど申

し上げました専門職に加えまして、理学療法士の派遣を予定しております。 

 また、相談できる環境づくりといたしましては、７５歳を到達いたします方に対しまして、

健康相談会というものを予定しているところでございます。こちらの予算につきましては、こ

の事業を実施するに当たり、必要な経費を計上しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  概要書１０ページ、交通指導員活動費の内容について、説明いた

します。 

 大きく、交通防犯指導員が１名、それと交通指導員９名に係る活動費になってございます。

交通指導員につきましては、先ほども申し上げた点でありますが、制服の上下、冬、夏、制帽、

冬、夏、そのほかに雨合羽、長靴、ネクタイ、交通腕章などを設置規則に基づいて貸与してい

るところでございます。 

 令和５年度の予算措置につきましては、半袖ワイシャツや長袖ワイシャツ、雨具、長靴につ

いて、使用に堪えないと認めた場合の買い替え用として、予算計上しているところでございま

す。 

 以上であります。 

○議長（渋井由放）  ７番矢板清枝議員。 
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○７番（矢板清枝）  答弁いただきました。それでは、何点か再質問させていただきます。 

 不妊治療助成費なんですけれども、ここって年齢制限はどこまでつくっているのか、つくっ

ていないのか、妊娠が認められる期間であれば、誰でも該当になるのかどうかというのをお伺

いします。 

 それから、子育て世代包括支援センター、支援員の２名の方は本当に重役を担っていると思

うんです。いろいろな相談業務があり、いろいろなサロンなどもあったり、それから思春期相

談というカンファレンスなどもやっているということをお伺いしたので、また、これからも子

育ての悩みを持っている保護者の方にしっかりと寄り添っていただいて、いろいろな相談内容

を深めていっていただいて、保護者の不安なものを払拭していただけるような形を、また取っ

ていただければなと思います。これは、特にお願いだけで大丈夫です。 

 それから、児童虐待防止対策です。これの家庭相談員、やはりしっかりと対話をしていただ

いて、保護者の方というか、来られた方がどんなことを考えているのかというのが、なかなか

読み取ることは難しいかもしれないですけれども、児童虐待につながらないように、どんなふ

うにしたら、この人が心を開いてくれるかとか、そういう部分の内面的なところもサポートに

つながるような形というのを、また、さらに努めていただければと思います。 

 それから、学校給食センターの運営費なんですけれども、これは保護者のほうに助成すると

いう助成費なんですけれども、学校給食の材料高騰の部分で、値上がりをした部分というのは、

補填していく部分はここには入っていないとは思うんですけれども、また、今年度、来年度も

補填をしていかないと材料費は高騰していると思うんです。ですので、その部分の、どのくら

いを見込んでいるのかというのは、ここでお伺いができればと思います。 

 それから、次の多様で柔軟な共生戦略というのは初めてですか、これは。ですので、女性が

活躍できるような場を、さらに具体的に、また広めていっていただいて、社会進出ができるよ

うな形というのを取っていただければと思います。また、ワーク・ライフ・バランスで認定制

度というのを進めていただいているので、さらにまた、そういうところに表彰ができるような

形というのを、今後もまた進めていただければと思います。 

 それから、高齢者の保健事業と介護予防の部分なんですけれども、これはよく分かりました

ので、質問はいたしません。 

 それから、定住促進のほうは、ＵターンもＩターンも該当ができますよということでお伺い

しました。学生がここの出身で外に出た。それで、また戻ってくる、それが５年ないとこれは

該当にならないということなのかどうかというのをお伺いします。 

 それから、次の交通指導員活動費というのは、今年、また、そういう防寒具、雨具など、傷

んでいるかどうかというのを確認しながら支給していただける対象ができるということで、お
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伺いしましたので、これは大丈夫です。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  予算概要４ページの不妊治療助成費の年齢制限はあるのかとい

うことですが、不妊治療の保険適用については、治療開始時点が４３歳未満ということで、保

険適用についてはあるんですが、それ以降は保険適用外ということで、本市の制度としては年

齢制限を設けていないので、保険適用から外れた保険適用外になった時点でも対応するように

しております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  それでは、再度御質問いただきましたので、お答えをいたし

ます。 

 初めに、給食費の徴収関係、今回の補助の流れなんですけれども、給食費というのは学校給

食会というところの口座に入ります。その分、毎月の給食費はあるんですけども２,０００円

を減額して、給食費を徴収をさせていただいています。その減額分を市からの補助金というこ

とで、学校給食会のほうに補填をしているということですので、２万２,０００円が保護者の

ところに行くというわけではございませんので御理解いただければと思います。 

 それで、材料費高騰の件ですけれども、令和４年度、令和３年度につきましては、高騰があ

りましたので、そちらは補正で対応させていただいております。令和５年度につきましても、

当初につきましては、いろいろと、また高騰する、高騰するということで、新聞報道等では騒

がれておりますけれども、再度、その辺につきましては、必要性を再度検討してみて、必要で

あれば、補助のほうを考えていきたいと考えております。以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  学生の場合はどうなんだというお話でございます。もう一

度、移住支援金については、移住直前の１０年間で通算５年以上、かつ、直近の１年以上、東

京２３区内に在住、または、東京圏から東京２３区へ通勤していた者が該当するとなってござ

います。なので、５年以上、直前５年以上、東京圏に在住、または通勤、それと直近の１年間、

在住、通勤していたというところが、まず、１つの要件とあって、学生については、東京圏に

在住しつつ、東京２３区内の大学等へ通学し、東京２３区内の企業等へ就職した者については、

そのまま就職した場合には、通学期間もこの事業における移住元としての対象期間に加算が可

能とはなってございます。なので、継続して在住し、大学から企業に東京都内、２３区内の企

業に就職した場合については、該当になる可能性があるということだと思います。 
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 以上です。 

○議長（渋井由放）  ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  内容は理解しましたので、大丈夫です。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。再開を１４時１０分といたします。 

休憩 午後 １時５７分 

 

再開 午後 ２時１０分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開をいたします。質疑はございませんか。 

 ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  それでは、当初予算質疑させていただきます。 

 初めに予算書の１６７ページから１８７ページ、熊田診療所特別予算について何点か質問い

たします。 

 １６７ページ、表紙のところですが、一時借入金について説明を求めます。 

 次のページ、１６８ページ、繰入金１,００３万５,０００円についてお聞きします。 

 １７６ページ、診療収入、外来収入の予算減について、質問をさせていただきます。 

 あとの２点は、総務課扱いみたいなので、こちらは総務課の自分の委員会で質問をさせてい

ただきます。 

 予算書１０３ページ、土木費、道路橋梁費、詳細を伺います。先ほども同僚議員の質問であ

りましたが、再度、簡単に説明をお願いいたします。 

 予算書１０８ページ、学校用地道路整備工事、どこの場所を指して、どのような工事を行っ

たか、お願いをいたします。 

 予算書１０９ページから１１５ページ、補助金、負担金等の一覧表から質問をさせていただ

きます。この中でも、名称違いで、もう説明を受けたのも何か所もありますので、簡単に質問

させていただきますので、もう今日、本日答えたものは簡単にお答えいただければと思ってい

ます。 

 １１０ページ、出産・子育て応援給付金について、１１１ページ、がん患者補整具購入費助

成金について、１１１ページ、園芸振興対策事業費補助金について、１１２ページ、県営農業

水利施設保全合理化事業費負担金の減について、１１３ページ、サイクルスタンド設置等補助

金について、１１４ページ、スーパーティーチャー育成事業交付金について、１１５ページ、

若者交流事業交付金について、同じく１１５ページ、日本ジオパークネットワーク全国大会参

加費負担金、同じく運営参加負担金について伺います。 
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○議長（渋井由放）  大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  それでは、まず、初めに、熊田診療所特別会計予算について、

３点、御質問がありましたので、お答えいたします。 

 まず、初めに、一時借入金について、こちらでございますが、地方自治法２３５条の３の規

定によりまして、緊急的に多額の支出が必要となった場合、借入れをするものでございます。

診療施設特別会計については、慣例によりまして、１施設当たり、１,０００万円を一時借入

金として計上してございます。 

 続きまして、繰入金について、１,００３万５,０００円につきまして、こちらにつきまして

は、先ほど荒井議員のほうにも御説明したんですが、診療所の特別会計の収入につきましては、

近年、嘱託医、産業医などのその他診療報酬の増額に努めておりますが、外来収入は利用者の

減により、年々減少してございます。支出につきましては、職員人件費、施設管理費と横ばい

で推移してございます。 

 そのため、不足する財源を診療所の運営基金の取崩し、及び、一般会計からの繰入金により

充当してございます。令和５年度につきましては、運営基金のほうから３００万円、一般会計

から７０３万５,０００円を繰入れということで、１,００３万５,０００円となってございま

す。 

 診療収入、外来収入の予算減につきましては、こちらは診療収入の計算の方法なんですが、

こちらにつきましては、令和元年度から令和４年度までの診療報酬収入の平均月額を計算いた

しまして、その金額に９５％を掛けまして、算出してございます。減額の原因といたしまして

は、熊田診療所をかかりつけ医としております、後期高齢者の受診者が減少しているため、後

期高齢者の診療収入が減となって、全体的に減額となってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  滝口議員から御質問いただきました予算書１０３ページ、道

路橋梁費につきまして、説明いたします。 

 こちらは、三箇小白井線、青雲橋の橋梁補修工事、令和４年、令和５年と継続費として工事

を実施するものでございます。既に工事は発注しております。令和４年の１１月９日、契約を

いたしておりまして、工期につきましては、令和４年１１月１０日から令和６年３月１０日ま

で、工事金につきましては、消費税を含みまして、１億２,２７４万９,０００円。契約の相手

方につきましては、株式会社浜屋組でございます。 

 この工事につきましては、河川内の工事も伴いますことから、令和４年度につきましては、

準備工を実施しているところでございます。令和５年度になりまして、出水時期を外しまして、
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１１月以降、現場の工事に入ってまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  それでは、滝口議員より２つの質問をいただきましたので、

お答えをさせていただきます。 

 まず、予算書１０８ページ、学校用地道路整備工事についてですが、こちらの場所ですけれ

ども、江川小学校の南側の道路です。県道から旧給食センター跡地まで続く直線道路の部分で

ございます。そちらの道路ですが、江川小学校の運動会など各種行事で、あそこを利用する方

が多うございました。そちらの道路の整備をするためのものでございます。道路自体は学校教

育課のほうで管理しております学校用地ですので、予算計上は学校教育課で計上させていただ

いております。 

 次の質問です。予算書１１４ページ、スーパーティーチャー育成事業交付金です。こちらの

事業ですが、改めて確認をさせていただきますと、全国学力・学習状況調査で、成績上位県を

視察し、学力向上に対する取組を学ぶとともに、教職員としての資質の向上を図ることを目的

に実施しているものでございます。 

 令和５年度につきましても、令和４年度と同様に、福井県福井市の訪問を予定をしておりま

す。令和４年度については、教職員随行を含め、２１名を予定していたんですが、２１名で実

施をしたんですが、令和５年度は１９名ということで計画を立てております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  予算書の１１０ページ、出産子育て応援給付金、これにつきま

しては、国の事業で、妊娠届出時に相談を受けた後に５万円と、出生届、その後の相談を受け

た後の５万円ということで１０万円になっていますが、一応期待を込めて、１００名分を予算

計上しているところでございます。 

 あと、１１５ページの若者交流事業交付金、こちらにつきましては、令和４年度末で那須烏

山市結婚相談所の廃止に伴い、令和５年度当初予算額がゼロとなったものです。 

 結婚相談所の廃止の理由につきましては、結婚の考え方が多種多様で、個人的なものであり、

押しつけになってはならないとか、あと御近所の独身者の情報を共有することが難しい、個人

情報ということで、そういった意見が結婚推進員のほうから出まして、結婚相談所の役目とい

うものはもう終わりなのではないかということもあったので、解散という形になります。 

 今後は、とちぎ未来クラブとの連携強化を図りながら、圏域での情報交換や、県や他市町と

の連携も推進してまいりたいと思っております。結婚相談所の結婚推進員が、とちぎ未来クラ

ブの地域結婚サポーターとして登録してくださる方が複数いらっしゃいますので、活躍を期待
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しているところです。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  皆川健康福祉課長。 

○健康福祉課長（皆川康代）  予算書１１１ページ、がん患者補整具購入費助成金について

御説明いたします。 

 まず、この事業の目的でございますけれども、がんの治療に伴う副作用等によりまして、社

会参加に不安を抱えるがん患者に対し、医療用補整具、ウィッグ、乳房補整具の購入費の一部

を助成することによりまして、心理的または経済的負担を軽減し、療養生活の質の向上を図る

ことを目的として実施するものでございます。 

 また、この詳細ですけれども、まず、補助を受けることができる人でございます。５つ要件

がございます。この全ての要件を満たす方というふうになります。１つ目が、那須烏山市に住

所があり、かつ、令和５年４月１日以降に補正具を購入した人。２つ目が、がんと診断され、

治療を受けた人、または現在治療を受けている人です。３つ目が、がん治療に伴う脱毛や乳房

の切除等により、補整具が必要な人。４つ目が、市税等を滞納していない人。また、５つ目は、

これは令和５年度以降も続きますので、過去にこの補助金交付を受けてない人という５つが、

全ての要件を満たす方が補助を受けることができる人となっています。 

 また、補助の対象となる補整具と内容ですけれども、令和５年４月１日以降に購入したもの

に限ります。また、対象となる補整具については、医療用ウィッグ、それから乳房補整具です。

乳房補整具のほうにつきましては、右胸、左胸とありますので、それぞれでございます。医療

用ウィッグについては上限が３万円、補助の回数は１回限りです。乳房補整具につきましては

左右それぞれ１回で、上限はそれぞれ２万円です。 

 こちらですけれども、上限は３万円、２万円なんですけれども、購入費の９割、または、上

限額のどちらか低い金額が助成になります。ですから、３万円で例えば購入された場合ですと、

２万７,０００円が助成になるという計算になります。 

 こちらの情報につきましては、３月１５日号のお知らせ版ですとか、ホームページにて広く

周知を図ってまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  農政関連の質問については、２点、いただいております。 

 予算書１１１ページの園芸振興対策事業費補助金でございます。こちらにつきましては、髙

木議員の御質問にお答えさせていただきましたけれども、令和５年度から那須烏山市において

は、これまでの稲作中心の土地利用型農業から園芸振興、園芸作物への作付転換を図るために、

パイプハウス及び果樹棚等の設置費用の補助を考えてございます。 



令和５年第１回３月定例会 第５日 

－319－ 

 補助については、設置費用の５割以内、また、１５０万円を上限としているところでござい

ます。対象品目につきましては、先ほどお答えしましたように、イチゴ、トマト、花卉、ニラ、

シュンギク、アスパラ、梨、キウイ等でございます。 

 単年度当たり、最低でも５名程度の新規栽培者、または規模拡大農家への補助を推進したい

と考えておりまして、１人でも多くの作付転換農家を確保したい考えでございます。 

 続きまして、予算書１１２ページ、経営農業水利施設保全合理化事業費負担金の減額の予算

でございます。こちらにつきましては、令和３年度及び令和４年度の２か年事業で実施してお

りました、主に大桶地区、七合地区が受益地になりますけども、西の原用水頭首工の操作設備

を含みます、管理棟の改修工事が終了したことに伴う負担金の減というところでございます。 

 負担割合については、国が５５％、県が２５％、市町、これは関係市町ですので、那須烏山

市と那珂川町ですけども、市町が１５％、そして、西の原土地改良区連合が５％の負担割合と

なってございます。 

 令和４年度の工事費２,２００万円に対しまして、市町の負担１５％、そのうちの受益地割

で、那須烏山市は２７.５％、那珂川町が７２.５％負担になりますので、２,２００万円の市

町の負担率１５％に、さらに、那須烏山市の受益地割の２７.５％を掛けた９０万７,０００円

が負担金でございましたけれども、工事終了に伴う減額ということになってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  予算書１１３ページ、サイクルスタンド設置等補助金。サ

イクルスタンド設置への助成につきましては、市内の飲食店等の事業者がサイクルスタンドを

設置する費用の一部を市が補助することによりまして、自転車を利用する市民や観光客の健康

増進を図るとともに、サイクルツーリズムの推進を図っていこうという事業でございます。 

 サイクルスタンドの値段というのがおおむね２万円前後でございますので、１万円を上限と

して、購入費の２分の１を補助するものでございます。市内にあるサイクリングコース沿いに、

その付近の事業所、飲食店であったり、小売店であったり、そちらの事業所で、おもてなしの

心で自転車利用者を迎え入れていただける方を対象としまして、補償したいと考えております。

年間３０件を予定しております。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  予算書１１５ページ、日本ジオパークネットワーク全国大会

参加負担金、また、運営参加負担金について御説明申し上げます。 

 まず、全国大会参加負担金ですが、これは担当の職員が全国大会に参加するための負担金と
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なります。 

 次に、全国大会運営負担金ですが、これは令和５年度、ジオパーク全国大会が関東地区で開

催されることから、関東地区の正会員、準会員が拠出する負担金となります。メイン会場は、

千葉県の銚子市となります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  おおむね了解しました。１、２点だけ、お伺いさせていただきます。 

 今の最後のジオパークのネットワークの大会参加負担金は職員が行くもの、それで運営参加

負担金というのは千葉県の銚子市で行いますから、関東地区のジオパーク、正会員、準会員に

加盟しているところが、均等とは言いませんが、同じように負担するものという理解の中で、

何でこんな質問をするかというと、日本ジオパークネットワークの関東大会というんですか、

全国大会というか、分からないですが、全国大会ですね。その中で、先ほど言ったように、こ

れは職員が行くものであって、ジオパーク、今、一生懸命やられた方がおられますよね。そう

いう方は、ここに参加するに当たってはどのようなお金を使っていくのかが１点。自己負担な

のか、それとも補助があるのかという、そこが１点と。 

 あと、おおむね了解。あと、サイクルスタンド設置補助金について、２分の１ということで

補助してくれる。これは市内でも今、何か所か設置されているところもありますが、新たに補

助するところという形で、事業者じゃなくちゃ駄目なのかという話。個人という形では無理か

と思うんですが、例えば団体とか、事業所ではなくて団体とかそういうところでは可能なのか

という２点だけお願いします。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  全国大会等に職員以外の方が参加する場合の負担ということ

ですけれども、職員以外の方が参加する場合は原則自己負担で参加ということにしてございま

す。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  サイクルスタンド設置の対象という事業所につきましては、

飲食店、小売業、その他サービス業を考えております。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  以上で質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質問はございませんか。 
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 ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  それでは、事前に質問書を出していますけども、それに従って、大体、

今までの議員の皆さんから出ているので、かなり潰れていますので、選んで質問いたします。 

 まず、予算概要書の予算規模の推移、予算概要書の２ページですけども、①の質問です。一

般会計の予算１２０億円、昨年度比プラス７.５％と大規模でありますけれども、市負担の一

般財源が約プラス２億円で、令和５年度、本市負債残高、市債です、残高が４.３億円であり

まして、これで見ると従来と同規模予算というふうに読み取れたんですけども、それで合って

いるかどうかの回答をお願いしたいんですけども、今後、新庁舎や那須南病院とか、ごみ処理

装置新設、大きなものを抱えていますけども、完了時点でどんな状況になるかというのが非常

に気になるので、これに対して、概略で結構ですから教えてください。 

 ２つ目ですけども、予算概要書３ページの予算規模の基本的な考え方、２番目の質問ですけ

ども、②です。下の表欄、下表欄がありますけども、ここで、橋梁維持管理費とか道路整備費

が、おのおの１億１,６８０万円とか２億２５０万円と、かなり大きな規模になっていますけ

ども、この内容は前の議員のほうからも質問が出ていましたけども、私としては、公共施設統

廃合の計画に組み込まれた、これは維持管理整備費、高寿命化も含めてですけども、長期的に

相当な負担になってしまうということで、これを考えると、長期計画として、毎年何十億円の

赤字になってしまうという長期の計画、だから、みんなで案を出そうよという話になっていた

んですけども、この考えからして、大体、維持費だとか、これというのは初めに想定していた

金額なのかどうかという、これが非常に気になりますので、その辺の見通しも含めた見解をお

願いします。 

 次、３つ目、予算概要書、同じく４ページの中で、ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費

があります。これもたくさん議員のほうから、この内容、詳細を教えてくれというのがあった

んですけど、僕としては、今回、３１０％増やした、この内容で進めたときに、他の自治体の

同内容の事業との比較で、どのような評価をしているか。特に、ＰＲできる点、これがやはり

うちとしては自慢できるんだというのがどのぐらい含まれているのか、これが含まれてないと、

今までうちが遅れていたやつをただ取り戻すだけではないのかという見方もあるので、その辺

のＰＲできるところを、これをお願いします。 

 次、④の質問のところ、小中学校の適正規模、これは滝口議員の一般質問で了解しましたか

ら、結構です。 

 あと、⑤、図書館に関する指定管理委託費が、６ページの概要書に載っていますけども、

８,１００飛び幾らというのが出ていますけども、私としては、質問は、南那須及び烏山図書

館の統廃合が組み込まれているんです。この辺の統廃合後の運営について、これってどのよう
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にしていくかというのが、１度も説明はないわけですけども、その辺の検討ってどうやって進

めるんだろうかというのはすごく気になるので、この内容を教えてください。 

 次、烏山城跡の国史跡です。これも質問たくさんありましたけれども、私としては、これは

⑥ですけども、史跡の指定後の説明員とか、そういう置く必要があったりするのかどうかとい

うものを含めて、ランニングコストというのは一体、どういうふうに考えればいいんだろうか

というのを気になったので教えてください。 

 それと、概要書８ページに、にぎわいを創出するという中に予算が組み込まれていますけど

も、これ、何回も私は言っていますけど、にぎわいを創出するのであって、これを象徴的な施

設建設の検討委員会は絶対必要じゃないかというのを嫌になるぐらい何回も私は言っているん

ですけども、これについての見解をお願いします。 

 それと、９ページ予算概要書で、住宅リフォーム助成事業費６００万円がありますけども、

これも随分、各議員から質問がありましたけども、私としては、これは、さっき、担当課長の

ほうからは、今までやっていたやつと同じなんですよという情けない回答だったんだけど、こ

れは、若年層が外から来て、新生児を産んでくださるという、そういうことの、そういうお金

に使ってほしいので、今までと同じなんですよというのは、情けないことじゃなくて、そうい

う仕様で検討しますよというのが正しいんじゃないかと思いますので、それについての見解を

お伺いいたします。 

 次の烏山線に関しては、質問がたくさんあったので結構です。 

 次に、小白井の、これは私の担当ですから結構です。 

 あと、次の１１番の質問の庁舎整備、これも、興野議員とかの質問がいろいろありましたの

で、これは結構です。 

 あと、１２番、予算概要書で１７ページですけども、人件費が出ていますね。昨年度に比べ

ると、職員分として９９.４％なんです、予算が。減少していますけども、定年延長制度適用

の中で、普通は増えるのかなと思ったんだけど、これが減っているのは、何か腑に落ちないの

で、この辺の見解をお願いします。 

 次、熊田診療所に関しては、荒井議員とかたくさん御質問が出ていたので、これは結構です。 

 あとは、昨年度の一般会計歳出増減の比較表がタブレット中に資料としてありますけども、

この中から何点か、気になるものを質問します。 

 まず、タブレットの中の２ページに、⑭番の質問ですけども、基幹統計調査費、住宅・土地

統計調査費ですけども、２６４万５,０００円、７１６.４％増額していますけども、この詳細

の内容を教えてください。 

 それと、次の３ページに民生費の中で、障害者の福祉事業費。これは、それぞれとあります
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けども、特に障害者の福祉事業費がプラス１７４.８％になっていますけども、これについて、

教えてください。 

 それと、次の衛生費、これは矢板議員の質問で了解しました。 

 ずっと下がって、㉒番の質問ですけども、教育費の中で、社会教育事業費、子供体験教室事

業費、７ページと、イングリッシュセミナーの事業費、これはそれぞれゼロにしていますけど

も、この詳細内容、その理由と、この内容というのは、ほかの項目に入れ込んで、同じような

ものがあるのかどうかというのを教えてください。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  最初に予算の規模の御質問でございますが、予算の規模につ

きましては、一般財源につきましては、予算額から国、県の補助金、起債、基金の繰入金等を

引いた額がそれらに当たります。 

 また、市債の残高につきましては、借入金の残高ということで記載しておりますが、全く別

の考えとなりますが、これらをもって予算の比較ができるというものではございませんが、一

般財源の規模といたしますと、対前年比２.３％増、前年度と同等の予算規模と考えられます。 

 令和５年度の予算額の７.５％増となっておりますが、起債を多く活用して、一般財源の持

ち出しを抑制してきたところでございます。起債は借金でございます。交付税措置のある起債

を有効活用しておりますので、償還額について、後年度、所定の率で交付税措置が算入される

ものでございます。 

 次に、新庁舎、広域の那須南病院、ごみ処理装置の新設完了時点の状況でございますが、こ

れにつきましては、現時点では工事の時期、金額については不明な状況でございます。今後、

各種の計画を作成していく中で、財政的にはシミュレーションを行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 ２つ目なんですが、具体的に橋梁の維持管理道路整備費につきましては、常任委員会のほう

で御質問していただきたいと思いますが、計画に照らし合わせて予定どおりかという部分でお

答えしますと、橋梁につきましても、しっかり担当課で点検をして、優先順位の中で必要なも

のから整備をしておりますので、そういった予算処置を計画的に行ってまいります。道路も同

じでございます。 

 道路につきましては、国の補助等々あります。社会資本総合整備の状況もございますので、

なかなかどーんと１本の道路を完成まで導くのは、なかなか財政的に厳しい部分がありますの

で、起債の有利な活用をしながら、段階的に進んでいきたいと、財政的には考えております。 

 また、未来につなぐにぎわいの創出というところの象徴的施設の検討委員会の設置は絶対必
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要じゃないかという部分、なかなか私のほうで答えるとなると、非常に難しいのが、庁内では

公共施設の再編整備検討委員会がございます。必ずそこに諮りながら、庁内で各課連携して協

議してまいりますので、そういったことで御理解いただきたいと思います。 

 それから、あと一つ、住宅統計調査の関係なんですが、今回の大幅な増額でございます。

７１６.４％の増でございますが、国が実施します、基幹統計調査の１つでありまして、住宅

や住宅以外で人が居住する建物、現住所以外の住宅や土地の保有状況、世帯の居住状況の実態

を把握して、その現状と推移を明らかにするということで進めてまいる目的でございますが、

これは５年に一度実施される調査でありまして、調査の基準日は、本年の１０月１日が基準日

となっております。 

 昨年は、その事前の準備、調査ということで行いましたので、今年度は本格的に、実は市内

８３調査区ございます。約５０名の調査員、指導員、事務補助員によって調査を実施してまい

りますので、それに要する必要な予算の計上となっておりますので、昨年から増額となってお

ります。 

 私のほうは以上でございます。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費、こちらは先ほど説明

しましたとおり、おむつ券の事業に、今回、新規ということで、国のほうの出産子育て応援交

付金、１,０００万円がプラスになったので大きなプラス幅となっているところですが、まず、

国のほうでの実施が、先ほども申し上げたとおり、妊娠届出時と出産届出時に相談体制を取る

という伴走型の目的に始まったものですが、既に本市でやっている令和３年度からの赤ちゃん

応援券、いわゆるおむつ券については、私どもも最初からそのような形で面談が必要だという

ことで、新生児家庭への訪問、２か月以内、そのときに、おむつ券を持っていきながら、いろ

いろ相談を受けたということを前もってやったことが、国のほうも必要だということでやって

いるので、それがＰＲできるということかと思います。 

 あとは、ほかの市町だと同じようなおむつ券をやっているところもあるんですが、やはり郵

送なんかで送っている自治体もあるんですけど、うちのほうは最初から郵送ではなくて面談を

必要とする、新生児訪問のときにやるということで、最初からやっているところです。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  生涯学習関係の質問は３つあったと思います。 

 まず、１点目、予算概要書６ページの図書館に関する指定管理委託費の中で、南那須及び烏

山の図書館の統廃合の運営の検討についてだったと思います。それにつきまして、お答えいた
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します。 

 図書館の集約化に向けた検討につきましては、図書館協議会委員などから御意見をいただき

まして、進めているところでございます。これをさらに進めるためには、まず、市民の意見を

十分に反映させることが重要でございますので、令和５年度中に生涯学習推進や図書館に関す

る市民アンケートを実施する予定としてございます。アンケートの結果に基づき、図書館協議

会や社会教育委員など、生涯学習関係の委員などを中心に、図書館だけでなく公民館等を含め

た生涯学習施設の複合化について検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、予算概要書の７ページ、烏山城跡の国史跡保存活用計画策定の中で、指定後の

ランニングコスト、どんなものかということでございましたが、まず、ランニングコストとい

たしましては、史跡内の草刈り、また、整備指導委員会を開催いたしますので、年に３、４回

の開催費、それと設置する看板、標識等の維持管理などが考えられるところでございます。 

 次に、一般会計歳出増減比較表の中で、教育費の中で子供体験教室事業、また、イングリッ

シュセミナー事業が０円となった理由でございますが、子供体験教室とイングリッシュセミナ

ー事業につきましては、どちらも市の単独事業として実施しておりましたが、参加者の募集や

運営に係る業務負担が大きいということもございまして、令和５年度から公民館講座の一環と

して実施することにいたしました。そのため、各事業費ではなくて公民館講座として、予算づ

けはいたしておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  住宅リフォームの助成事業についてでございます。 

 髙木議員の質問に対して、内容については御説明を申し上げたとおりでございます。 

 今回、こちら、住宅リフォームの助成制度、定住対策として、また、経済対策として、早急

に復活をしたいというような実施計画におけるヒアリングがございまして、その中で庁内調整

が行われました。 

 そういった背景があって、令和５年度から急ぎ運用すべく、旧制度を基本として、庁内調整

が行われたということでございます。やはり緊急的に対応したいということもございましたし、

今現在やっております、定住の支援策、住宅取得の奨励金ですとか空き家バンクの改修の助成

金ですとか移住ファミリー、家賃補助なんかもありますそちらについては、今現在、令和５年

度まで、３、４、５の３年間でやるということになっていまして、そこが来年度、期限切れに

なりますので、その際に、住宅政策については見直すんだというような方向で調整が行われた

と理解をしているところでございます。 

 以上です。 
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○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  予算概要書１７ページ、人件費が減少しているのは、定年制度延

長を見据えた中では理にかなっていないのかというようなところの御質問でございますが、今

年度は市議会議員選挙、参議院議員選挙、あと今年度の県議会議員選挙の準備に係る時間外手

当が発生する予定でございます。もう既に、市議会と参議院は大量の時間外手当が発生してお

りました。 

 その分を差し引くと、大体１,５００万円程度、時間外で支出してございますので、そうい

ったものを残した通常ベースの人件費では、定年延長、また、定員管理計画で、もう既に全員

協議会の中でお示ししている人件費の推移、そのような状況になってくるというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  皆川健康福祉課長。 

○健康福祉課長（皆川康代）  一般会計歳出増減比較表の３枚目でございます。障害者福祉

事業費の増額の詳細について御説明いたします。 

 こちらにつきましては、現在、障害者計画第３期、そのほかに障害福祉計画第６期及び障害

児福祉計画第２期という、この２つの計画がございます。２つの計画が令和５年度末には計画

期間が終了することによりまして、令和５年度中に次期計画を策定するための費用でございま

す。 

 こちらにつきましては、障害者計画のほうが５年間の計画です。障害福祉計画及び障害児福

祉計画は３年間の計画になりますので、また、その時期になりましたらば、増えることがあり

ましても、令和６年度につきましては、通常の状況に戻るというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ちょっと確認します。 

 ２つ目の質問の、１番の質問の２番目の質問も、いつでも将来の何十億円赤字になってしま

うというやつに対する、れっきとした活動の計画があるので、それをいつでもチェックをいつ

もかけてほしいというのが僕の要望です。 

 それで、特に２つ目の質問は、一番お金がかかるのは、橋とか、今回でいうと道路とかの維

持管理とか、高寿命化というのを考えなきゃいけないことを考えると、相当予算が圧迫される

よというのを、市のスタッフのほうで導き出して、今回、大きく予算が組まれているので、こ

の辺は相当意識して、いつでもウォッチしてチェックしてほしいなという要望です。それは、

はい、そうですと言ってくれればいいです。 
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 あとは、ようこそ！なすから赤ちゃんで、これ面談が、やはりＰＲできる点だというのは

我々も知っていないと、ほかでもこれをやってるんだろうと言われたときに、いや、うちのこ

ども課長は頑張って面談しているんだよというふうに、我々もＰＲできるんです。ということ

で質問しましたので、オーケーです。 

 図書館に関しては、これ、アンケートを取るというんだけど、反対がたくさん出たらどうす

るんだろうというのが心配なんだけど、どういうアンケートにするかを意見聞かせてください。 

 それと、烏山城跡の国指定は、草刈りと何がしというのはあまり、ランニングじゃあまり夢

がないなと思ったので、これは結構です。 

 それと、にぎわいを創出する、これはぜひ定期的な内容に織り込んで、この辺は、市民が本

当に胸を張れるようなものを何か考えようというやつは、ぜひ継続してやっていただきたいと

思います。これは要望です。 

 あとは、まちづくり課の住宅関係、何か話を聞いても全然、躍ってこない、私の胸が躍らな

いので、ぜひ新生児とか呼び込むというときに、これ、どこも成功している例は、若者向けの

融資、家を建てると何十年というのが増えるのが目に見えている例がたくさんあるので、そう

いうところにお金を使わないと絵空事になってしまうので、ぜひ、そういう戦略を立ててほし

いんですけども、意気込みを最後に聞かせてください。 

 それと、人件費に関しては分かりました。選挙がいっぱいあったので、その関連があったた

めに、それを考えたらマイナスになりますということなので、実際は、定年延長分が人件費と

しては多く増えるんですよということなので、この辺は了解ですけども。 

 あとは、障害者福祉事業、これは了解しました。 

 イングリッシュセミナーの件も、公民館講座ということで安心しました。 

 では、補足の分だけお願いします。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  中長期的な財政計画のチェックは行ってまいりますので、よ

ろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  令和５年度中に実施予定のアンケートの内容ということでご

ざいますが、内容につきましては、今、検討中でございますが、令和５年度に、本市の生涯学

習推進の基本となる生涯学習推進計画を策定する予定ですので、その計画が、よりよいものに

なるようにするための内容を検討させていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 
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○まちづくり課長（大谷光幸）  小堀議員がおっしゃる、住宅政策のことなんだと思うんで

すが、住宅政策については、人口減少の最中ですのでいろいろ考えるべきところがございます。

やはり庁内でも、来年度、本格的に検討していって、住宅政策をどうしようかという話はかな

り議論になってございますので、そこについては、今後の課題として継続的に検討させていた

だきたいなと思ってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  一応確認しました。 

 最後には、うちの市の財政そのものは大きな課題をたくさん抱えていて、財源がどんどん足

りなくなってくるということがあるので、そこを頭に入れて、例の長期計画、今やってしまう

と、毎年何十億というマイナスになってしまうという、それをいつでも照らし合わせて、それ

を補填するという考えは、全課長のほうにも頭に入ってないと、個別の論議になってしまいま

すので、その辺、ぜひ頭にしっかり入れてもらって、計画をしてほしいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。再開を１５時１０分といたします。 

休憩 午後 ２時５８分 

 

再開 午後 ３時１０分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 ここで、先ほどの質疑に関しまして、執行部より追加の答弁がございます。 

 大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  先ほどの滝口議員の御質問の中で、一時借入金について、私のほ

うで慣例によりということで曖昧な表現をしてしまいまして、申し訳ありませんでした。こち

らにつきましては、指定金融機関と契約を結びまして１,０００万円を借入れするということ

でなってございますので、よろしくお願いいたします。大変申し訳ありませんでした。 

○議長（渋井由放）  質疑はございませんか。 

 １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  １０番相馬でございます。質疑ということで何点か挙げさせていた

だきましたけれども、重複しているところは飛ばしますので、よろしくお願いいたします。 

 まず最初に、概要版の３ページの、南那須地区広域行政事務組合負担金が１億１,６００万

円ほど増えております。その増額の理由を教えてください。 

 それから、飛んで、概要版の９ページの観光振興費、観光用イベント幕作成１２２万円とい
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うことがありますが、その内容について教えてください。 

 それから次、公園等観光施設運営費、観光施設周辺の管理で、花立峠憩いの森公園整備の内

容について教えていただきたいと思います。 

 それから次の住宅リフォームなんですけれども、これの見込んでいる件数をいただければと

思うんですが、私は、先ほど小堀議員から、若い人に向けてもそういうものをやったほうがい

いんじゃないかというお話もありました。それも確かに一理あると思いますが、私は、昨年か

ら申し上げているのは、高齢化に伴って住宅が非常に古くなっている、そういうお宅が非常に

多い、バリアフリー化を目指すためにもそういったものをぜひ活用していただき、さらに、地

元の工務店の売上げに協力できるような、支援できるような施策にしていただきたい。これ、

前回と同じなんですけれども、そういうものを復活させていただきたいと訴えていたので、復

活させていただいてありがとうございます。一応見込みの件数を教えてください。 

 それから、これは、予算書の１７ページの個人住宅税減収補填特例交付金９００万円、こう

いうのはどういう交付金なのか、ちょっと教えてください。 

 次の、予算書の３５ページ、特別調整交付金１,１７３万円、これも内容についてお願いし

ます。 

 予算書の４３ページ、コミュニティ助成事業費５００万円、今年は何をやるのか教えていた

だければと思います。 

 予算書の６９ページ、塩那台地総合農地開発事業費４５９万７,０００円、これも事業内容

についてお願いします。 

 予算書７１ページ、水産業振興費１４万５,０００円、これはカワウ対策とか、そういった

外来魚の駆除費だと思うんですけども、実は那珂川町では、いわゆるアユの放流に、去年は約

１００キロぐらい放流しております。そういったことを考えれば、市の魚であるアユをもうち

ょっと増やしていくということで、次年度、こういった放流事業ができないかということで、

提案で申し訳ないんですけども、その意向をお知らせいただければと思います。 

 予算書の１１１ページ、農林水産業費、豊島区交流事業交付金、これは今年ゼロになってし

まいました。昨年は５０万円計上していましたが、昨年も中止だったんですか。今年も実施し

ないと、そういう理由、これだけコロナもある程度収まってきたので、再開してはいかがかと

思って提案しております。 

 予算書の７３ページ、商工振興資金貸付事業費１億８,７１５万円、事業内容と件数につい

て伺います。 

 予算書の７５ページ、これも提案なんですけれども、山あげ烏章館にはトイレがないんです。

今までは隣のベンチャープラザにトイレがあったんですけども、解体されてしまったものです
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から、トイレがないと。日中は何とか山あげ烏章館とか公園のほうに行ってできるんですけど、

夜は、ちょっと目を離すとその辺で若い衆さんがしてしまう可能性もあるので、できれば仮設

のトイレか何か設置ができないかということを伺いたいと思います。ちょっと予算審議には関

係ない話ですけども、申し訳ありません。よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  南那須地区広域行政事務組合の負担金の増額の理由でござい

ます。 

 主な増額の内訳としましては、まずは病院費でございます。増額の金額は６,６３６万

２,０００円増でございます。これは、繰出基準という中に、来年度から新しく、特別交付税

の措置でございますが、不採算地区に所在する中核的な公立病院に対する財政措置というのが

新しく創設されました。これに伴って、新たに病院予算に計上された費用でございます。これ

らに関しては８０％の特交処置がございます。そういった増額が１つ。 

 それから斎場費でございます。額としましては３４９万５,０００円の増。それからし尿処

理費、金額が１,４４０万８,０００円。ごみ処理費１,２７１万３,０００円、これらは主に電

気料の高騰に伴う増額が主でございます。 

 それから、消防費が数字では１,１６２万２,０００円となっておりまして、その中身は、職

員２名の増及び自家発電設備の改修等の工事があって増額されるものでございます。 

 トータル１億１,６８４万３,０００円、交付税込みでございますが、増額となっております。 

 それから、真ん中ほどの個人住民税の減収補填の特例交付金の内容でございます。財政のほ

うからお答えしますと、これは、個人住民税における住宅借入金等特別税額控除、いわゆる住

宅ローンの控除の部分の実施に伴う財源措置として設けられたもので、減収補填特例処置金と

いうことで、国からの交付金となりますので、中身はそれでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  概要版９ページ、観光振興費、観光用イベント幕作成につ

いてお答えします。 

 観光用イベント幕の作成につきましては、観光プロモーションの一環としまして、山あげ祭

りや景勝地等の写真データからカラー印刷したＰＲ看板を、人通りの多い場所に一定期間掲出

してＰＲを図りたいと考えているものでございます。サイズは、高さ１.６メートル、幅

３.９メートルほどを考えております。春夏バージョンで２枚、秋冬バージョンで２枚、ＪＲ

烏山線開業１００周年記念で２枚を考えております。設置場所につきましては、中央交差点付

近の、現在山あげ祭り、行事の看板がかかっているところで、設置については、現在、烏山土
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木と調整を始めたところでございます。 

 次に、概要版９ページ、公園等観光施設運営費についてでございますが、こちらの公園の美

化協力報償金、大沢せせらぎの里公園、花立峠憩いの森公園、龍門の滝観光駐車場、滝水辺公

園などの観光施設全般の維持管理費を計上したものでございます。特に、令和４年度から、予

算の範囲内で、花立峠憩いの森公園内における老朽化が著しい丸太階段、転落防止柵の修繕を

行い、施設利用者の安全性や利便性の向上を図ることとしております。ヤマツツジの植栽がな

されているところを中心に毎年少しずつ修繕を行っていく予定でありまして、修繕費用の合計

は２５６万６,０００円となっております。 

 次に、予算書７３ページ、商工振興資金貸付事業費でございます。 

 こちらにつきましては、商工振興資金貸付事業、いわゆる制度融資でございます。県の信用

保証協会と市内の３金融機関と連携しまして実施している事業でございます。市が貸付金の原

資の一部を用意しまして保証料等を負担することで、市内の中小企業が有利な条件で融資を受

けられるような制度となっております。令和５年度につきましては、保証協会に預託する１億

８,０００万円と、この制度を利用するために市が負担する負担金６５万円に加えまして、本

来であれば、制度を利用する事業者が負担すべき保証料を全額補助しております。その保証料

が６５０万円ということで、計１億８,７１５万円を計上しているところでございます。 

 また、件数についてお伺いされたんですけれども、ここ、年度によって、融資の件数は大分

違ってきます。参考までに、令和３年度は年間４８件、令和４年度につきましては、２月末現

在をもって現在４８件ということで、３月中の件数を加えますと、令和３年度を超える予定と

なっております。 

 次に、予算書７５ページ、山あげ烏章館運営費になっております。 

 こちらにつきましては、トイレを設置できないかというお話でございましたが、現在こちら

に計上している運営費につきましては施設運営に係る経費でありまして、トイレのほうは予算

化はしておりませんが、若衆の方々が、仕事が終わってから、また休日等祭典本番に向けて準

備を一生懸命やっていることは十分承知しております。近くに、現在は清水川せせらぎ公園の

公衆トイレもございますので、当面はそちらを御利用いただきまして、相馬議員からの要望と

して承りたいと考えます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  まず、住宅リフォームの件でございます。 

 高齢化対策になるんじゃないかというようなお話ございました。今回のリフォームですが、

住宅の安全性、耐久性、居住性の向上という従来の目的ももちろんございます。これが、ひい
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ては高齢化対策になりますし、定住対策になるんだと思ってございます。 

 今回の６００万円でございますが、積算的には６０件掛ける１０万円で積算をさせていただ

きましたが、これまでの実績を見ますと、６００万円ぐらいの予算の中で６０件から７０件ぐ

らいまでは対象になってございますので、そのぐらいの実績になるんじゃないかと考えてござ

います。 

 続きまして、予算書４３ページのコミュニティの助成事業でございます。 

 年によって件数が多かったり少なかったりなんかするんですけれど、来年度につきましては、

一般コミュニティの助成事業２団体でございます。２５０万円掛ける２団体ということでござ

いまして、手を挙げてこられたところは、熊田地区の太々神楽の太鼓とかの関係、それと、泉

町で山あげ関係ではっぴだとか浴衣だとかをお作りになるというようなことで申請を出されて

いるというような内容でございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  私のほうからは、予算書３５ページ、特別調整交付金について御

説明いたします。 

 こちらの内容につきましては、後期高齢者医療制度広域連合からの交付金でございます。こ

の交付金につきましては、後期高齢者の保健事業等を実施するために交付されるものでありま

して、企画調整、支援などの業務を行う健康福祉課の一般職員人件費に充当されるものでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうからは、農政課関連３点、御回答したいと思います。 

 まず、予算書の６９ページの、塩那台地総合農地開発事業でございます。こちらにつきまし

ては、国営事業により造成されました塩那台地の頭首工用排水機場を適正に管理し、また、そ

の管理に携わります塩那台地土地改良区の管理体制強化を支援するための補助金と負担金とな

ってございます。 

 補助金につきましては９９万５,０００円、こちらにつきましては、加圧機場、用排水路、

道路、ファームポンド等の維持管理に対する補助金でございます。負担率につきましては、国

が５０％、県が２５％、市町が２５％、そのうち那須烏山市の受益地割として４８.５６％を

補助する内容となってございます。 

 また、負担金については３６０万２,０００円であります。こちらにつきましては、塩那台

地の命とも言えます大田原市の福原にあります福原の用水機場の維持管理における負担金でご
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ざいます。負担割については、先ほどとは若干違いまして、国が３０％、県が３０％、市が

２０％、受益地の割合については４８.５６％で変わりません。そこに地元負担が２０％とい

う内容になってございます。関係市町につきましては、大田原市、さくら市の喜連川地区、那

珂川町の小川地区と那須烏山市という構成になってございます。 

 続きまして、予算書７１ページ、水産業費でございます。 

 こちらにつきましては、相馬議員御質問のとおり、アユの食害を防ぐために、カワウ、また

はブラックバス、ブルーギル等の、アユの駆除に対する補助事業でございます。 

 御質問のとおり、アユの稚魚の放流事業をできないかということでございます。以前に、合

併前、旧南那須町時代は、荒川でアユの稚魚の放流をしてございました。荒川でのアユの漁獲

量の増産とか釣り場のＰＲを目的に実施していましたけども、合併後は未実施でございます。 

 今後につきましては、昨今の那珂川、または荒川の漁獲量、または釣果、または釣り客の入

り込み状況などを把握しながら、事業実施に向けては、漁協とも検討を重ねてまいりたいと考

えてございます。 

 予算書１１１ページの豊島区交流事業でございます。 

 こちらにつきましては、平成１７年度から令和元年度まで、自然に触れよう！！いなか川遊

びと称しまして、計１４回にわたり豊島区との交流事業を行ってきたところでございます。直

近の３年間につきましては、令和２年度、３年度、４年度と、コロナウイルスの感染の拡大に

より中止をしてきた経緯がございます。令和５年度の実施につきましては、これまで本事業の

実施を快諾していただいておりました荒川南部土地改良区からも、組合の高齢化を理由に、今

までのような受入れが難しいという相談があったため、今般、事業の廃止を決定したところで

ございます。 

 これまでも、議会からも費用対効果等に対する懸念の声もございましたが、豊島区からは非

常に好評を得ているイベントでございました。夏の田舎川遊びだけではなくて、冬のイベント

なんかも考案しているところでございましたけども、今般、そういうことで廃止を決定させて

いただいたことに伴う減額ということになってございますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）   １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  おおむね了解しました。 

 一応繰り返しですが、住宅リフォームは一度やめましたので、工務店とか周知がいかないか

もしれませんので、周知を徹底してお願いします。 

 それから、水産事業費は、アユを何とか来年度辺りうまくできるようにお願いできたらと思
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います。 

 すいません、通告にちょっとないんですけれども、この全体の予算書の中に、今度新しく入

りました過疎債という、これがあるのかと思うんですが、その金額やら件数がお分かりでした

ら、教えていただければと思います。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  令和５年度の過疎対策事業債でございますが、ハードとソフ

トとあります。 

 ハードにつきましては、市道整備に充てる部分が１億１,６４０万円、それから、保健体育

施設整備事業債といいまして、緑地公園のＬＥＤ化でございますが、これらに９,８６０万円、

合わせてハードが２億１,５００万円という金額でございます。 

 それから、ソフト事業につきましては、昨年度と同様、広域の病院負担金ということで、限

度額３,５００万円になりますが、これらを充てております。 

 過疎債は以上でございます。 

○１０番（相馬正典）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  次に、質疑ございませんか。 

 １１番田島信二議員。 

○１１番（田島信二）  予算書２７ページ、防災重点農業用ため池緊急整備事業費補助金

８２５万円ですか、それの内容についてお願いします。 

 あと、予算書また２７ページ、元気な森づくり推進事業市町村交付金、１９２万円ですね。 

 あと、予算書４５ページ、交通安全対策費９６万５,０００円、交通安全施設整備費

１５５万１,０００円、交通指導員活動費７６４万２,０００円。４５ページ、運転免許証自主

返納者支援事業費７２万円。 

 あと１点追加していいですか。５７ページ、放課後児童健全育成事業費７,７８２万

５,０００円ですか。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  田島議員のほうから２点ほど御質問いただきました。 

 まず、防災重点農業ため池緊急整備事業費補助金の８２５万円でございます。 

 こちらにつきましては、令和４年度に実施しました市内の重点ため池１８か所ございます、

の豪雨体制評価、地震体制評価、劣化状況評価、３項目についての診断結果を受けまして、令

和５年度に防災工事が必要なため池に係る実施計画の策定業務、１か所分６０５万円と、ため

池の廃止工事に関わる実施設計の策定業務、１か所分２２０万円、合わせて８２５万円でござ
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います。残りの１６か所分につきましては、今回の３月定例議会に補正予算として

８,６００万円を計上させて可決をいただいているところでございます。１８か所分の事業予

算総額は９,４２５万円を見込んでいるところでございます。 

 続きまして、元気な森づくり推進事業市町村交付金でございます。 

 こちらの１９２万円につきましては、とちぎの元気な森づくり県民税、年額で７００円でご

ざいますけども、これを活用しました里山林の整備、または里山林の管理事業を支援するため

の交付金でございます。令和５年度におきまして、里山林の整備を森林組合に委託して実施す

る地区は、鴻野山、田野倉、大金、興野地区の４地区で１０ヘクタールを予定してございます。

業務委託料５０万円となっているところでございます。 

 また、里山林の管理を行う民間の活動団体、３組織ございます。自然と仲良くする会、これ

は月次にあります３.２ヘクタールの里山林の管理を予定しています。また、落合里山整備の

会、１.４ヘクタールの管理事業を予定してございます。もう一つ、美しい里山を守る会、こ

れは野上にございますけども、６ヘクタールの管理を予定しておりまして、補助金１４２万円

を計上しまして、合わせて１９２万円の予算規模となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  予算書４５ページ、交通安全対策費の内容についてでございます。 

 交通安全広報車にかかるリース代、燃料代が約４０万円ほど。そのほかに、安全協会の負担

金、安全管理者協議会の負担金等、そのほかに、令和６年度の新小学１年生の帽子代１１万

６,０００円、新中学１年生の反射材２万５,０００円ほどの計上で９６万５,０００円となっ

ております。 

 交通安全施設整備費１５５万１,０００円でございますが、これは道路反射鏡でございます。

修繕料として３機分８１万円、新設の設置として２機分７４万１,０００円を見てございます。 

 交通指導員活動費でございますが、交通防犯指導員に対する人件費が報酬、手当、社会保険

料、共済組合負担金等を見込みまして３００万円弱ほど見てございます。 

 交通指導員９名に係る報償金、費用弁償、傷害保険料で４３３万８,０００円ほどを見込ん

でございます。そのほかに、交通安全教室の活動消耗品等でございます。 

 運転免許証自主返納者支援事業費７２万円でございますが、こちらにつきましては、７５歳

以上の免許返納者に対してのタクシー券、また市営バスの料金でございます。１万

６,０００円ほど支給してございますが、２年間の有効期限、タクシー、市営バスを利用した

分に対する請求書支払いになりますが、タクシーとして５００円券の９００枚、４５万円、

３００円券を９００枚、２７万円、トータルで７２万円ほどの支給となってございます。 
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 以上であります。 

○議長（渋井由放）  ここで田島議員に申し上げます。 

 放課後児童クラブにつきましては、文教福祉常任委員会のほうでお尋ねいただくようにお願

いをしたいと思います。 

 以上で執行部の答弁は終わりましたが、田島議員、何かございますか。 

 １１番田島信二議員。 

○１１番（田島信二）  交通安全週間のときに小旗を持って横断しますよね。その旗が、夏

場と冬場とあるんだか何だか分からないけど、冬場に対して、ぱかぱかになっていて、旗を持

っていても見えづらいです。布でできているやつを夏に使って、冬になったらそのぱかぱかな

やつを使っているから駄目なんです。その反対ならいいんだよね。ビニールでできているやつ

だから、夏場は柔らかくて、冬場はぱかぱかで駄目なんだわ。何とかならないものでしょうか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  横断歩道を渡るときの、小旗の話ですよね。 

 これは、企業からの支援、寄贈にて対応しているものがほとんどでございますので、実態を

調査した上で、今後、そういった整備ができるかどうかも含めて検討させていただきたいと思

います。 

○１１番（田島信二）  了解です。 

○議長（渋井由放）  次の質問者はおりますか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  それでは、まず、通告しておく質問から申し上げます。 

 まず１点目、この予算書概要、表紙を見ますと、ここに五感で楽しむ那須烏山市としてあり

ますが、この予算書を見ても五感、視覚とか聴覚とか、ここに関するような目新しいといいま

すか、これに該当するような事業が、私には理解できなかったんです。具体的に何を言ってい

るのかですよ。ただ格好いいためにこんなのをくっつけたんじゃないかと思っていますが、こ

の辺のところ、１点、お聞きします。 

 次に、同じ予算の概要の３ページと６ページに、ＪＲ烏山線の利用者に対する高校生の定期

券購入費、これが８７６万円、それに烏山高校の存続を図るためにバス通学者に定期券の購入

費を補助するという予算があります。このことにつきましては、同僚議員から既に質問が出て

いるんですが、私はちょっと考えが違うものですから、別な関係な形から答弁をしたいと思い

ます。 

 この烏山高校希望者が激減をしているため、存続を図るための予算を計上したと思うんです。

ところが一方で、宇都宮方面の高校生定期券も補助するとしては、烏山高校を支援、優遇する
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ということにはならないんじゃないかと私は思っているんです。烏山高校を存続するためにと

は言い難いと私は思っています。このことをどう説明するのか、まずこれが１点です。まだ何

点かありますよ、このことについて。これが１点です。 

 私、過去の決算書から調べたところ、この烏山高校存続を図るための学生の通学補助という

のは、平成２６年に始まっています。先代の市長から始めているわけなんです。川俣市長まで

の８年間を続けて、令和３年度に終わっています。この間に、この通学費補助は、合わせて

５,３８１万４,４５９円を支出しています。およそ５,４００万円です。そのときの補助金と

いうのは、バス電車通学費の定期券のうち５,０００円を超える部分を市が補助しますと、そ

ういうことになっていたわけなんです。今回、補助金を復活した理由が、ＪＲ烏山線の利用は

別として、烏山高校の通学費、なぜこの際復活したのか。この補助金は、烏山高校への補助金

というのは、川俣市政が続く限り助成も続けるのかどうかです。前回に一旦切っちゃったわけ

です。切ったのをまた復活したわけですが、このことをどう考えているのかお伺いをしたいと

思います。 

 それと、ＪＲ烏山線利用者は、先ほどの担当課長の答弁によりますと、高校生に限ってと、

こういうような答弁だったんです。しかし、中高一貫教育でもって中学生も何人か多分通学し

ていますし、今はないかもしれませんが、来年の４月からあるかもしれない。これを除いてい

るということは、ちょっとおかしいのではないかと私は感じました。 

 それともう一つ、烏山高校に、バスも電車も利用できない地域の高校生の配慮が欠けている。

このことは、青木議員も不公平ではないかというような意見がありました。これ、実はもう７、

８年前、この補助制度が始まって間もなく、下川井の方から、私のところに電話があったんで

す。元はあそこは矢板烏山線のバスが通っていました。それを利用したいんだが、今はないん

だと。だから、私らはバスも電車も利用できないんだ、こういう地域の父兄、高校生の配慮が

欠けているのではないか。これはどうしてくれるんだと。同じ納税者でありながら不公平だぞ

と、こういう抗議がありました。このことをどう答弁されますか。このことについて、お願い

をしたいと思います。 

 次に、３ページ目、ＪＲ烏山線１００年記念事業で５００万円ほど今度は予算取りますよね。

これは、実行委員会に交付をし、そこで具体的なこれから事業実施になると思うんですが、問

題は、今年のお祭りのために５００万円ぱあっと使って、何も残らない。これは全くもってや

らないほうがいいと思うんです。いかにして烏山線存続につながるような事業ができるか、こ

れが問題です。これ、ちゃんと課長、よくよく検討してください。このことをお願いをしたい

と思います。 

 ４ページの女性の活躍推進、これは生涯学習課のほうの予算だそうですから、これは後で担
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当課のほうから常任委員会で聞くとします。 

 １２ページに、持続可能な行財政運営を築くとありますが、予算対前年で８億４,０００万

円ほど増額しました。では、８億４,０００万円、その財源は何かといえば、繰入金、すなわ

ち貯金の取崩しが２億４,０００万円、あと市債、借金が５億円、その他１億円ということを

財源にしているわけです。このような財源の基に増額していながら、一方で持続可能な行政財

政運営とは言い難いのではないかと私は考えています。このことをどう考えるのか、お伺いを

したいと思います。 

 それで、私もいろいろと過去の予算関係を見ましたら、東日本大震災が発生したとき、平成

２２、２３、２４、この３年度に限っては１２０億円を超えています。しかし、この３年で大

体事業が終結し、次の年からまた１１０億円台に思っているわけです。ずっと１１０億円台ぐ

らいだったんですが、今回は１２０億円にまで膨れてしまった。これを私ちょっと意外に思っ

ておるわけです。 

 次に、予算書からお伺いします。 

 一般会計歳入の１５ページ、ゴルフ場利用税交付金というのが３,７００万円ありますよね。

これは毎年毎年黙っていながら入っていますよね。これだけ毎年毎年、市はゴルフ場のために

交付金を頂いていながら、市はこのゴルフ場に何か還元をしているかといったら、何もしてい

ないんじゃないかと思っているんです。例えば、道路拡幅してやるとか、何か入込客、ゴルフ

客が増えるような段取りを何かしてやるかといったら、何にもしてないと私は思っているんで

す。この辺のところ、ただでもらっていて、全く私は申し訳ないと思っているんです。実は去

年の１１月の新聞に、七合小学校で、プロゴルファー３人の人が、児童２３人にゴルフの指導

をしたそうです。非常に子供たちはゴルフが楽しかったと、こういうような感想を申している

ようなんです。ですから、地元からそういったゴルフ愛好者を１人でも多くするというのは、

これも１つの、ゴルフ場に対しての還元策ではないかと思います。これは検討する気はないか

と思っています。 

 次、１９ページに自動販売機設置料、電気料が高騰していながら、どうも引き上げられてい

ないという気がするんですが、この辺のところ、なぜ前年同額なのかをお伺いします。 

 それと２７ページ、元気な森づくり推進事業市町村交付金です。これももう既に２名の議員

の方から質問がありまして、答弁をいただいているんですが、去年は７８８万５,０００円で

す。今年の予算は僅か１９２万円です。あまりにも、担当課長、これは消極的ではないかと思

っているんです。私、何年か前に、県のほうの担当者に、このことについて聞いたことがある

んです。そうしましたら、これは市から県に補助金の申請があって、それに基づいて交付して

いるんです。だから、市からそういった要請がなければ交付しませんというわけなんです。こ
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のことはもうちょっと考えてもらいたい。これは、我々の県民税の中に、この一部、７００円

だったか、納めているわけで、取られっ放しです。那須烏山市に還元されなかったら全くもっ

たいない話です。よろしくお願いします。 

 それと、２７ページ、林業の関係なんですが、林業・木材産業構造改革事業費補助金、新し

く２,０００万円、これがあるんですが、収入があっても支出科目と事業内容が歳出の中に明

記されておりません。このことについてお伺いします。 

 それと、３７ページに臨時財政対策債というのが入っているんです。６,４００万円が載っ

ております。起債はみんな何々起債、これは何に使いますというような使途もあるんですが、

この６,４００万円に限ってはその使途がないんです。使い道が書かれていないんです。この

ことについて、主立った事業、何に使うのかをお伺いします。 

 それと、４５ページの総務費は分かりました。リフォーム、分かりました。農業の園芸振興

費も分かりました。 

 それと、７３ページの商工費の中の企業誘致事業費、令和４年度は９,９００万円ほどあっ

たのが、今年は半減、４,１００万円です。この減額の理由についてお伺いします。 

 次、７７ページの土木費です。この道路維持管理費、去年は１億１,５００万円、今年は

３億３,５００万円と増えています。これは本当にありがたいわけなんですが、この中に、路

肩の整備とか、センターラインを新しくするとか、このような予算がきっちりと組み込まれて

いるのか。このことを何回言っても、課長さん、なかなかラインが新しくならないです。この

辺についてお伺いをしたいと思います。 

 ７９ページの土木費に、向田橋の負担金ではないかと思うんですが、５,５００万円、これ、

荒川を拡幅したために橋の架け替えをしたわけなんですが、この５,５００万円について、こ

の橋梁について、ちょっと詳しく説明をお願いしたいと思います。あと、その下の大桶運動公

園のことは分かりました。 

 次に、水道事業会計です。２４９ページに、新年度でもって配水管の更新で１億

５,１００万円ほど計上しております。この費用でもって、今回、何メートルほど新しく更新

できるのか、この延長。それと、更新後の完了延長が何メートルになるのか。さらに、これか

らまだまだ更新をしなければならない延長、これは何メートルあるのか、そして何年ぐらいか

かりそうなのか、これについてお伺いします。 

 それと、下水道会計の２６６ページに留保資金のことが記載されていますが、補填後の残額

というのは幾らなんですか。どうも企業会計の予算書というのは、全く理解できない部分があ

るものですから、恥ずかしながらお伺いをいたします。 

 以上です。 
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○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  まず、時間もあまりないので簡潔に述べさせていただきます。 

 五感で楽しむ那須烏山市という見出し、これは本市の市のキャッチフレーズということなの

で、ＰＲということで書かせていただきましたが、市で推進する各種の事業に当てはめて親し

みやすい愛着心を醸成するような市のイメージを推進する考えなので、具体的な事業について

は、まちづくり課長のほうから、あれば答弁いただきたいと思っています。 

 それから、持続可能な財政運営を築くということで、それは言えるのかという部分ですが、

本当に厳しい御指摘でございますが、青木議員とか小堀議員のほうにも答弁させていただいた

とおり、やらなければいけないもの、前倒しででもやらなきゃいけないもの、そういったとき

に来ております。我々と財政としては、やはり有利な起債、中長期的に計画をしていきたいと

思っています。ただし、突発的な災害、東日本のような災害が来てしまうと、１０億円ぐらい

のお金を持ち出さなきゃいけません。そういった部分もしっかり見据えながら、小堀議員が言

っているように、随時チェックをしながらやっていきたいと思っております。 

 ただし、物価高騰、まだまだ読めない部分がございますので、こういった部分の課題と公共

施設の集約化、ここは最重要かと考えておりますので、財政負担も見込まれますので、十分調

整してまいりたいと思っております。 

 それから、ゴルフ場利用税の交付金でございますが、何もしてないと言われると、確かに検

討する必要があるのかと思います。３,７００万円ですか、予算処置しております。県のほう

からも、ゴルフ利用税ということで、ゴルフ場の所在地に１０分の７相当頂いておりますので、

これは十分検討させていただきたいと思います。 

 財政調整基金６,４００万円の使途につきましては、確かに財政対策債は使い道が特定の事

業に限定されてはおりません。国の地財計画というのがございます。今年度、来年度は減額が

示されているものですから、４年度よりは金額を６,４００万円まで下げて予算を組みました

が、何にでも使えます。起債１００％の、交付税で１００％を見ていただけますので、十分こ

の辺は満額使っていきたいとは思っていますので、御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  それでは、今、プロモーションのお話、総合政策課長から

ありましたので、こちらの予算でございますが、どちらかというと、１か所にドンという感じ

ではなくて、あちこちに散りばめてあるものですから、予算の概要的にはちょっと分かりづら

いかと思います。 

 例えば、令和５年度については、ノベルティーを配る際に、よく白い袋にキャラクターが入
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っていたりとか、そういうような袋を使わせていただいているんです。烏山線の１００周年で

すとか烏山城の関係ですとか、いろいろプロモーションの機会が増えると思いますので、そう

いったところでも使わせていただきたいと思っています。 

 また、このキャッチフレーズは令和元年度に作らせていただいたんですけれど、五感、なる

べく見て、聞いてという部分をＰＲしてございまして、動画がかなり増えたと思うんです。今

回も、烏山線の関係の動画を増やしていきましたり、烏山城なんかもいろいろ五感に訴えるよ

うなプロモーションがどんどん増えていくんじゃないかということでございます。 

 その次の烏山線の通学の補助につきましては、内容については先ほども答弁させていただき

ました。私ども、烏山線の担当というか公共交通の担当といたしましては、やはり烏山線の存

続が危機的な状況に、こういった通学補助をやるというのは、非常に意義深い部分があるんだ

と思ってございます。これによって、烏山線に対する愛着とか、利用控えみたいなものもかな

りあったように聞いております。そういったところに遡及をしていって、なるべく利用してい

ただく。さらには、保護者の皆さん、大人の皆さんも同様に使っていっていただくとなってい

くとうれしいと考えているところでございます。 

 その次の烏山線１００周年の５００万円につきましては、先ほど、１回だけではなくて、連

綿と利用向上するべきだという御指摘ございました。おっしゃるとおりだと思っています。た

だ、今までも折々で、節目節目で５０年、８８年、９０年、折々で祝賀をさせていただいてい

たところです。大きなお金をかけていた時期もあるやには聞いておりますが、今回も、まさに

記念すべき危険な、危険というか大変危ぶまれているときに祝賀を迎えるわけですから、それ

を祝賀するというのは非常に重要だと思っていますし、ここに至るまで、令和３年度、４年度

で相当のプロモーションをさせていただいて、いろいろなところで取り上げていただいており

ます。そういった効果が非常に大きい。ＪＲ東日本からも、恐らく評価がかなり大きいんじゃ

ないかと考えてございます。 

 そういったことも踏まえつつ、今後も１回こっきりではなくて連綿と続けていくということ

を特に配慮してまいりたいと思ってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  予算書１９ページ、観光施設における自動販売機設置料に

ついてお答えいたします。 

 現在、山あげ烏章館の西側に１台、龍門の滝観光駐車場トイレ脇に１台、合計２台設置して

おります。自動販売機設置料につきましては、行政財産使用料条例に基づきまして設置事業者

から頂いております。土地代相当ということで、毎月の飲料水の販売本数に応じて売上げの
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５％の使用料を頂いております。また、加算金という形で、電気料相当分について、年間消費

電力量掛ける２０円で算出し頂いております。こちらの重量点灯プランという電気料につきま

しては、改正前であり、同じ金額で頂いているところです。こちら、改定されれば単価調整を

図ってまいりたいと考えております。 

 もう一つ、予算書７３ページ、企業誘致事業費についてでございます。 

 企業誘致事業費につきましては、そのほとんどが企業誘致に対して交付する企業立地奨励金

で占められております。本制度は、大まかに言いますと、新設の場合は６年間、増設の場合は

３年間、対象となる資産の固定資産税相当額を奨励金として交付しているというものです。過

去に設定しました太陽光関連の奨励金の多くが、ここ数年で期間満了を迎えておりますことか

ら、令和２年度をピークに年々総額が減ってきているところでございます。令和４年度から令

和５年度にかけましては、年間の交付額が５,０００万円を超えていた大口の太陽光関連の事

業者の交付期間が終了したことで、大きな減収となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうからは、元気な森づくり推進事業市町村交付金の消極的

な予算ではないかという御質問にお答えしたいと思います。 

 事業内容につきましては、田島議員の御質問の中でお答えさせていただいたとおりでござい

ます。本事業につきましては、事業実施期間が５年間という事業になってございますので、実

際に令和４年度においては７事業が行われたところでございますけども、事業期間が５年間と

いうことで、令和５年度は４事業になったため、歳入の予算規模が縮小したというところでは

ございますけども、先月、２月１６日に、県の森林整備課のほうから、この事業実施期間をさ

らに５年間延長する旨の通達がありましたので、新年度において、大木須地区、森田地区、下

境地区の３地区を、新たに６月補正予算に、その再延長になった分も含めて事業のほうを継続

して計上したいと思っていますので、この予算減については、５年間の事業実施期間というこ

ともありの減でありますので、御了承をいただければと思います。 

 また、同じページの林業・木材産業構造改革事業費補助金の２,０００万円でございます。

こちらにつきましては、認定こども園の新築工事に受けます県産材を使用しました木造を木質

化する部分の事業費の補助金であります。この２,０００万円につきましては、予算編成時、

なかなかこの事業費が確定していない中で、暫定的に工事費を仮に４億円と見込みまして、そ

れの１５％に当たる６,０００万円のうち内示額２,０００万円を想定して、仮に補助金額を入

れたところでございます。実際には、もう既に令和４年度で県のほうに要望は出してございま

すけども、認定こども園の要望の中では７億３,５００万円を一応仮の要望金額、総事業費と
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して要望しておりまして、そのうち木質化する部分、４億８,０００万円、それの最大で

２０％まで国のほうの補助が得られるということで、最大２億円、実際にもらえるかどうかは

これから、令和５年度になって内示があるところでございますけども、実際には、

２,０００万円ではなくて、令和５年度において事業費が固まって、その後承認申請を受けて、

この補助金の活用を考えてございます。１円でも多くの補助金を活用できるように努力してま

いりたいと思います。 

 なお、この歳出予算項目につきましては、予算書の５９ページにございます、認定こども園

施設整備費３億２,７２３万３,０００円、こちらに充当することとなってございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  私から、予算書７７ページの道路維持費につきまして、かな

り増えた要因としましては、三箇トンネル、小白井トンネルのＬＥＤ化、それから青雲橋の橋

梁の修繕工事でございます。 

 路肩整備、センターラインはどうだというところでございますが、路肩整備につきましては、

市内を東西南北の４つの地区に分けまして、上期と下期に分け維持管理業務を実施しておりま

して、そちらで対応してまいるということで、予算につきましては４,８００万円計上してお

ります。これは、路肩整備だけではなく、支障木の伐採、その他道路維持に使うものでござい

ます。 

 センターライン区画線工事につきましては、市内全域で消えているのは承知しております。

現地調査を踏まえ、優先順位を付けて実施してまいるということで、予算は５００万円を確保

しております。 

 次に、向田落合線の落合橋の県の負担金でございます。こちらは県に事業をお願いしており

まして、令和２年度から５年度までの事業期間で、落合橋、現在の幅員が４メートルでござい

まして、これを５メートルにすることにより負担割合が２０％ということで、全体事業費の

２０％を市が負担するということで、負担金の総額が１億７,４００万円でございます。この

うち、令和２年、３年で２,５５８万円は負担済み、令和４年度と令和５年度に残額の１億

４,８４２万円を負担するということになり、令和４年度の現予算として９,４４１万円を計上

しておりますので、残額の５,４００万円となりますが、変更対応を含め１００万円程度の余

裕をいただきまして、５,５００万円を当初予算として計上させていただいております。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  ＪＲ烏山線通学定期券購入費補助金ということでお答えいたします。 
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 まず最初に、烏山線の利用補助と烏山高校生への通学補助は矛盾しているのではないかとい

う御指摘ですが、御指摘の部分は認めざるを得ないと思います。ただ、烏山高校に公共交通機

関で通う生徒に対して補助をするというのと、烏山線を使って、よその高校等に行く生徒の補

助というのは、烏山線存続のためという、また別の目的なものですから、ちょっとその辺は御

理解いただければと思っております。 

 あと、電車もバスも利用できない高校生の配慮につきましては、通学定期を買う方は、４分

の１以下の補助となっていますが、実際にはそのお金をちゃんと使っている、負担しているん

です。ですから、歩いて行ける、自転車で行けるという子と比べて、よく確かめてみていただ

ければ、負担は遠い子はやはりしているんだと。その負担を少し軽減すると、給食費の補助と

同じように、そのような考え方でおります。 

 また、下川井等の路線バスの廃止に伴って通学で利用できないという生徒につきましては、

やはりこれは補助とは別問題の話で、子供たちに対してはやはりきちんと面倒見ていかなけれ

ばならないと考えております。 

 昨年のちょうどこの議会で、全協のときに、中山議員から、早く烏山高校の補助を復元させ

なさいというお言葉いただいて気を強くして１年間たって実現したようなところですので、ま

た、ぜひいろいろ御指導いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  髙田上下水道課長。 

○上下水道課長（髙田 勝）  水道事業会計の２４９ページです。今回更新の延長は、４か

所のうち３か所が令和５年にカウントされまして１,３９０メートル、更新後の完了延長が

４,９６１メートル、更新を要する延長が塩ビ管の大口径で６万８,３１５メートルです。 

 それと、下水道会計なんですけども、２６６ページ、留保資金補填後の残高は２,６００万

円となります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。再開を１６時２０分といたします。 

休憩 午後 ４時１０分 

 

再開 午後 ４時２０分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 質疑はございませんか。 

 １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  私も、４番堀江議員同様に、那須烏山市を愛し、人を愛し、さらに

は、この恵まれた那須烏山市の大地を愛しております。その恵まれた那須烏山市の大地からさ
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らに恵みを引き出そうとライフワークにしている、１５番髙田悦男でございます。 

 前置きはこのぐらいにしまして、それで、私は３点について質疑を行います。 

 まず、ページは戻るんですが、９５ページの緑地運動公園施設整備費です。私は、初当選の

平成３年、一般質問の最初に取り上げたのが緑地運動公園の建設でございます。それから７年

の歳月を経て、平成１０年の竣工式を迎えた記憶がございます。野球場が最後にできておりま

す。 

 さて、その総合的な野球場でないソフトボール２面取れるグラウンドの照明について、どの

程度の明るさが確保できるのか。あるいは、現在までに、照明の電気料はどの程度節約できる

のか、その辺をお聞きします。 

 続いて、８５ページです。小学校管理費の中で、現在、４つの小学校、スクールバスが運行

されています。５つですね、失礼しました。５校のスクールバスの運行がされていますが、こ

の中で、児童見守りシステムというのを採用しているのが、平成２０年以来、１５年経過しま

した。それで、最近の子供の事故が外部から侵入してくるというような事例もあります。この

システムについて、これからどのように運用していくのか、あるいは、今年度の予算はいかほ

どで運営されるのか、お尋ねします。 

 もう１点が、こちらの概要の７ページです。文化財保護費の一部については同僚議員の質問

がありましたから、私は文化財調査費についてお尋ねいたします。ゆくゆくは、烏山城跡、ど

のように考えているのか、まず、方針だけお尋ねいたします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  それでは、お答えいたします。 

 まず、緑地運動公園の施設整備費のＬＥＤ化の照度についてでございますが、照度につきま

しては、ＪＩＳで競技ごとに基準の照度が決められておりまして、緑地運動公園でもその基準

に従いまして行っております。現在、多目的グラウンドでは５００ルクス、テニスコートでは

３００ルクスの照度となっております。 

 ただ、先ほど髙田議員がおっしゃいましたとおり、設置からかなり年数が過ぎておりますの

で、今現在、この照度があるかと言われますと、少し照度は落ちておるかと思っております。

ＬＥＤ化にしますと、当然そういったことから明るさも増えますし、また、見やすさという点

においても格段にアップするのではないかと思っております。 

 次に、電気料の試算ということですけれども、現在の電気料に比べると大体約６０％ぐらい

は減になるのではないかと試算しているところでございます。 

 次に、烏山城跡の保存活用ということでございますが、現在の史跡の指定地は、議員も御存
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じのとおり、ほぼ民有地ということでございますので、必要に応じて公有地化を図ってまいる

つもりでございます。公有地化につきましては、現在土地の境界等が確定されてない土地や、

登記の状況などの地権者様の都合、また、土地価格鑑定評価など、公有地化ができる条件が整

い次第、速やかに公有地化を検討してまいりたいと思ってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  髙田議員より、小学校管理費の中で、児童見守り察知システ

ムの御質問をいただきましたので、お答えをさせていただきます。 

 まず、こちらのシステムですが、児童の登校下校の安心安全を確保するために、平成２０年

からスタートした事業でございます。那須烏山市、実は先進的な地区でして、ほかの自治体か

らの視察もかなり多ございました。そういった中で誇れるシステムでしたけれども、やはり時

がたてば古くなってしまいます。ほかの議員からも、このシステムの見直しとか新しいシステ

ムの導入を考えてはどうだというようなお話をいただいております。学校教育課内部でも、い

ろいろ今、調査研究をしているところですけれども、また、費用の面からも、費用対効果を考

えて、どういったものを導入したらいいのかということで検討しているところです。 

 昨今、スクールバスに子供たちが置き去りにされてしまうという、そういった事件もありま

して、国のほうでいろいろ対応を練っているところですけれども、本市におきましては、この

タッチシステムが現在のところありますので、登下校の確認をそのタッチシステムによってで

きますので、そういったスクールバスでの置き去りというようなことの事象は起きないという

ことで考えております。 

 令和５年度の予算についてですけれども、こちら、このタッチシステムにつきまして、総額

４８８万４,０００円の予算を見込んでおります。消耗品だったり、それとタッチシステムの

運営センター、そういったところでの業務委託、そちらとか、あとサービスの手数料、そうい

ったものを含めて４８８万４,０００円、令和４年度と同額での予算計上とさせていただいて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  不審者の学校侵入路のお話もありましたので、お答えをさせていた

だきます。 

 本市の小学校については、ほぼ正門を閉めるというような対応を現在しております。ただ、

七合小学校は敷地内に市道が通っていまして、門扉そのものがありません。閉め切れないとい

うような状況でありますので、対応を今後考えていきたいと。中学校におきましても、正門を、
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近隣の地権者との関係がありまして、正門が閉められないと。一応私のほうで個人的にお会い

する機会が何回かありましたので、閉めてもいいですねという口頭での許可を取ったんですが、

なかなかこれまでの延長上で校長が閉めづらいというような状況であります。特に南那須中学

校は１階にほとんど人がいないというような状況ですので、今後考えていきたいと。 

 先ほど来、スーパーティーチャー研修で福井と秋田のほうに行きましたが、あちらはどの

小・中学校も玄関は施錠されていて、職員室からボタンを押さないと開かないんです。インタ

ーホンで、カメラ付きですか、そこでしゃべって、栃木県の那須烏山市から参りました、どう

ぞ、今解除しますというようなやり取りで入っていくような、こういう事件が今後も続くよう

であれば、そこまでうちのほうもやらなければいけないのかと、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  それでは、烏山城跡の史跡保存活用計画について、再度お尋ねをい

たします。 

 ゆくゆくは市の公有地に、取得を目指していくということですが、国の史跡の指定になれば、

国で買上げの部分を補助というか負担をしていただけるようなことがないですか。官衙遺跡で

は、その負担があったんですよね、国の。ですから、その辺もあるんじゃないかという気がし

たんですが。 

 もう１点、山林の所有者というのは、この烏山城跡の、何人ぐらいいらっしゃるんですか。 

 あと、スクールバスの児童見守りシステムはほぼ了解としましたが、主なものはＦｅｌｉＣ

ａカードですよね。ＦｅｌｉＣａカードの使用については、卒業したら、次の年に入る入学生

に引き継ぐというような循環型でやっているんですか。 

 あとは、今回、多目的球場と一緒にテニスも照明をＬＥＤ化にするわけですよね。それは、

先ほど答弁の中でおおよそ考えているんですが、そうしますと、ＬＥＤ照明にすると、今まで

のナトリウムのランプに比べて昼光色になりますよね。今までのナトリウム系の照度は、非常

に我々の高齢者には見づらかったんです。ですから、昼光色に近いほど、私は、グラウンドの

面が非常に明るくなる、そういう気がするんですが、どうでしょうか。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  まず、保存活用計画の件で、国の史跡の指定になりますと、

国から有利な補助金等が活用できるようになりますので、公有地化につきましても、その補助

事業が活用できるものは活用しながら進めてまいりたいと思います。 

 それと、史跡内の民地の所有者が何名かということですが、現在３５名いると認識してござ

います。 
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 それと、ＬＥＤ化の後の照明の昼光色化ということですけども、この辺に関しましては、施

工業者と検討しながら、誰もが見やすい色といいますか、照明にできるように検討してまいり

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  児童見守りタッチシステムのカードについての御質問をいた

だきました。 

 こちらのカードにつきましては、循環式ではございません。廃棄をさせていただいています。

新入生、小学校１年生、新入生に対しては新しいカードを配付しております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  まず、電気料が６０％減になるということで、今、ナイターの使用

料を割り引くことは考えていますか。これ、クラブを運営する点では結構な出費になってしま

うんです、試合数が多いと。その点もできれば考慮して、割り引くような形にしていただけれ

ばと思います。 

 あとはもう１点、事業が始まってからの学校は、どっちかというと無人です、玄関は。です

から、そういうときに備えて、足の速い体育会系の先生を１階に置いておくということで心が

けてください。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  利用料金の割引に関しましては、申し訳ございませんが、今

のところ割り引く予定はございません。 

○１５番（髙田悦男）  了解です。 

○議長（渋井由放）  次、質疑はございませんか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  令和５年度の那須烏山市当初予算について、概要書について質問を

したいと思います。 

 私が質問項目出しましたが、ほとんどが同僚議員のほうから質問されていますけど、違う角

度からさらに質問したいと思います。 

 概要書の４ページでございますが、児童虐待防止対策費でございますけども、これについて

は、家庭相談員の配置と先ほどおっしゃっておりましたが、この相談員はどこに配置をされる

のか、また、児童相談所との連携はいかに図るのかと、この２点についてお尋ねをいたします。 
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 不妊治療助成費につきましては、先ほど質問がありました。結構です。 

 若者交流事業費、これについては、市の結婚支援センターが廃止になってしまうということ

でございます。これから未来クラブや栃木結婚支援センターへ登録していろいろ連携を図ると

いうことでございますが、これについても、やはり本市にとっては極めて重大な仕事でござい

ますので、昔は非常にこういうマッチングアプリについて世話焼きされる方が非常に多かった

んですが、今はなかなかそれがされないということでございますが、ぜひ、こういうところに

登録しなくても、マッチングをして成功事例を挙げた方には何か顕彰するような、そういうこ

とも検討してはいかがかと。総力を挙げて、これも進める必要があるかと、こんなふうに思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 ４つ目は、概要書５ページ、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業費でございます

が、これについても先ほど説明がありました。そういう中で、フレイル予防等、高齢者の健康

づくりのために相談員を配置するとか、専門医、理学療法士も招聘して始まるということでご

ざいますが、この相談窓口と専門委員、また理学療法士は、どこに配置されて、どのようにこ

れを具体的に推進するのかお尋ねをいたします。 

 次に、５ページの自立相談支援事業費についてです。生活困窮者の自立支援を具体的にどの

ように進めるのか、お尋ねをいたします。これは、社会福祉協議会等のほうで実際に事業を進

めるのではないかなと思われるんですが、その点についての説明をお願いいたします。 

 障害児支援事業、これについても具体的な事業内容をお尋ねいたします。 

 烏山運動公園の整備ということでございますが、これについては、質問がなかったので、具

体的な整備内容を伺います。 

 あとはジオパーク関係でございますが、これについては、日本ジオパークネットワーク全国

大会に参加するんだというのは分かりましたが、もっと、この那須烏山市において市民権を得

るためのジオパーク、一生懸命説明されている方とか参加されている方がいますが、もっと市

民権を得るようなジオパークの実践を展開してもらいたいと思うんですが、これについてはど

んなふうに考えているでしょうか。 

 最後に、公園等の観光施設運営でございますが、これについては相馬議員のほうから質問が

あったところでございます。 

 そこで、花立峠憩いの森公園については、地元自治会を中心に、後援会の草刈り清掃、これ

を年に２回実施しておりまして、進めており、かなり公園も草がなくて見やすくはなっている

のではないかと思うんですけど、肝腎のツツジの植栽がかなり、ツツジそのものが老朽化とい

うか脆弱化というか、そういう状況にあるんです。したがって、ツツジの消毒と肥料等を与え

ていただくような、そういう補助事業を見つけていただいて、地元もそういうものについては
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協力いたしますので、ぜひ、やはり烏山のこれからのテーマは交流人口をいかに増やすかとい

うことでございますので、その一助になればありがたいと思うんで、ぜひともその辺、総力を

挙げて、何か補助が出るような内容を検討していただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  初めに、概要書の４ページ、児童虐待防止対策費で、家庭相談

員はどこに設置しているのかということですが、こども課内の子育て支援グループの中の一員

として配置をしております。あと、児童相談所との関係とかなんですが、まず、児童福祉法に

基づく要保護児童対策地域協議会というものを設置しておりますが、関係機関により、対象と

なる子供、あと家庭に関する情報交換や支援内容の協議を行っているところで、その関係機関

の中に県北児童相談所も含まっておりまして、連携しながら進めているところです。 

 概要書の５ページ、若者交流事業費ですが、マッチングアプリということで、栃木結婚支援

センターの登録料の補助を、登録するのに１万円かかるところを５,０００円を上限に、令和

３年度から実施しているところですが、その補助を利用した方については、残念ながら少なく

て、令和３年度は４名、令和４年度は今のところ２名ということでした。周知方法につきまし

ては、当然、ホームページ、お知らせ版ともやっておりますが、令和３年度については、行政

区長等文書配布で配ったり、あと企業配布も行いました。令和４年度は、さらに２０歳を祝う

会でも配布したところですが、補助金の利用は伸び悩んでいるところです。ただ、この栃木結

婚支援センターに登録された方が結婚した実績なんですが、平成３０年度１名、令和２年度

１名、令和３年度１名、令和４年度については３名ということで、着実に効果はあるのかと思

っているところです。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  皆川健康福祉課長。 

○健康福祉課長（皆川康代）  では、概要書５ページの、高齢者の保健事業と介護予防の一

体的実施についてです。 

 こちらは、矢板議員の御質問の中でもお答えしたんですけれども、通いの前の積極的な関与

を行うというのが必須の事業でございます。この中において、住民主体で運営されてはいるん

ですけれども、そのふれあいの里とともに計画を立てながら、お口の健康を行うときには歯科

衛生士とともに保健師が行って事業を行う、また、低栄養についたり重症化予防については、

栄養士が派遣になって事業を行うというものですので、誰かが相談員が配置されるのではなく

て、その都度、計画に応じて、それぞれのふれあいの里等に派遣をして事業を行うというもの

でございます。 
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 それから次に、次も同じ概要書の５ページです。 

 自立相談支援員の事業につきましてです。こちらにつきましては、生活困窮者自立支援法と

いう法律が平成２７年４月に施行されました。こちらの内容は、生活困窮状態にある方へ情報

を提供する、また助言を行って生活保護を受給せずとも自立ができるように促進するというも

のが大きな目標でございます。こちらにつきましては、相談支援員を配置することが必須とな

っておりますので、この予算については、その相談員の人件費でございます。 

 主な相談の事業ですけれども、まずは就労への相談というものが多いところでございます。

就労については、ハローワークの利用方法であったり、とても細かいんですけども、履歴書の

書き方や就労活動などへのアドバイス、また、ハローワークの実施する就業体験の御案内など

を行っております。また、障害などがある方については、ハローワークだけではなくて、障害

者支援センターとの連携によって就労へ支援を行うというものです。中には、障害年金がもら

えるにもかかわらず手続ができずにいらっしゃる方もいますので、そういう方も手続に進める

ように支援をしているところです。 

 また、ほかに、債務を抱えた方の相談もございます。債務を抱えた方については、債務の整

理を行うということも自立への一歩になると考えておりますので、相談機関として、消費者生

活センターの御案内や金銭管理ができるアステラスなどへの支援を行っているところでござい

ます。 

 こちらの事業については、以上でございます。 

 それから、同じく障害児の支援事業費でございます。 

 こちらにつきましては、児童福祉法に基づきまして、身体、知的、精神に障害のあるお子さ

んに身近な地域で質の高い療育を受けられる場所を提供するものでございます。 

 こちらにつきましては、障害児の発達支援や自立及び社会との関わりをサポートする取組で

ございます。対象は、０歳から高校卒業までの年齢になります。月によって利用するばらつき

はございますけれども、大体毎月１４０名程度の方が、この制度を利用して通所の支援を受け

ているというところでございます。この中は、就学前の障害児の方については発達支援のサー

ビス、これは、保育園や幼稚園と同じように、それぞれのお身体の状況等によって支援を受け

るところになります。 

 それから、障害児の放課後等デイサービス、こちらは、放課後児童クラブと同じように、夕

方通うような場所になっています。主な施設といたしましては、社会福祉協議会がやっており

ますくれよんクラブですとか、敬愛会が運営しています空と虹のなーさりぃ、また那珂川町の

つばさというところが主なものになります。こちらは、ほぼ利用者負担は原則１割程度、また

住民税非課税世帯については無料で受けられるものになりますので、公費負担がほとんどにな
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ります。国が２分の１、県と市がそれぞれ４分の１を負担しているというものでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（水上和明）  私のほうからは、概要書６ページ、烏山運動公園整備費の具

体的な整備の内容ということでございますが、これは烏山運動公園内の夜間照明灯の腐食防止

の塗装費用になります。烏山運動公園には、テニスコートも含めまして照明灯が１０灯ござい

まして、毎年１本ずつ塗装を行いまして、現在６本の塗装が終了をしたところでございます。

しかしながら、全部終了するのには、当然ですけども、あと３年かかってしまうことや、まと

めて実施することにより、共通の仮設工事費とか管理費などが安くなることから、５年度に残

りの３本分の塗装を実施するものでございます。 

 続きまして、概要書７ページ、ジオパーク構想推進事業の中で、市民の市民権を得るような

事業はないかということでございます。 

 ジオパーク構想推進事業の中では、まず、ジオガイド養成講座を実施する予定としておりま

す。時期は１１月から１２月頃でございますが、市内のジオサイトを訪れまして、ジオサイト

の開設の研修を実施する予定としております。また、校外学習ガイド事業といたしまして、市

内小中高の校外学習時にジオガイドを派遣しまして、ジオパークの普及を図る予定でございま

す。 

 また、平塚議員もおっしゃいましたとおり、令和５年度は、ジオパークの全国大会に職員を

派遣いたしまして、全国大会は他地域の関係者との交流、情報交換の機会でもありますので、

そこに参加しまして、新たなジオパーク活動のヒントを見つけてまいりたいと思っております。 

 それと、ジオパーク構想の概要を記したパンフレットの修正版、それも５,０００部ほど作

成しまして配布する予定としております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  概要書９ページ、公園等観光施設運営費についてお答えい

たします。 

 まず、花立峠憩いの森公園につきましては、公園美化活動、小木須自治会の方には大変お世

話になっております。ツツジの件なんですけども、現在３年に１度下刈り費用というのを取り

まして、予算の範囲内ではございますが、ツツジの下刈りをしております。令和５年度には、

一応その予算については計上しておるところですが、現在策定中の第４期観光振興ビジョンの

中においても、施設、景勝地の適正な維持管理が重要ですよねということで、適切な維持管理

に向けた対応を今後も検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  再質問で、すいません。児童虐待防止関係につきましては、全国的

に本当に深刻な問題でございます。だから、虐待になっている状況になっては遅いんで、それ

を未然にいかに地域ぐるみで防ぐかということが課題でございますので、ぜひともそういうよ

うなＰＲ活動を進めていただきたいと思います。 

 若者交流事業につきましても、先ほど申し上げましたように、何組か成功事例を挙げた方に

は、何か顕彰するようなことをぜひ検討していただきたいと、これは要望でございます。 

 また、高齢者対策でございますが、去年も質問して、いきいきサロンにつきましては、公民

館等でやられているということで、月１回から４回ということで、市内３８か所でやられてお

りまして、介護予防サポーターが３３名というようなお話でございました。しかしながら、コ

ロナの状況でなかなか思うように開催が進められたかどうか、私、分かりませんが、いずれに

しても、これからコロナ緩和がされると、対策の緩和がされると思いますので、昨日テレビ見

ましたらば、日本で一番幸福な自治体というのをやっておりまして、埼玉県の鳩山町、埼玉の

ど真ん中、人口１万５,０００人のところなんですが、高齢化率４５％と。鉄道も通っていな

い、そういう状況なところでございますが、本当に住んでいる方は幸福感を感じていると。こ

れは、はとタクというデマンドタクシーで、２００円出せば町内どこでも行けると。町外の大

きな病院には６００円出せば行けると。そういうこととか、お年寄りがいろいろ活躍できる対

策が取られているんです。非常に静かで優しい人がいっぱいいていろいろ活躍できるというこ

とで幸福感を持っている状況なものですから、これは那須烏山市と似ていると思ったんで、も

っともっと高齢者が活躍できる環境をつくっていただきたいと思います。 

 それで、この専門委員とか理学療法士というのは、常時いるわけではなくて、そういう問題

が発生したときに、対策として、健康福祉課のほうに来られて相談するという考え方でよろし

いんですか。それとも、常時、健康福祉課のほうに配置されているのか。あるいは、介護支援

センターですか、そういうところに配置されているのか。どこに配置されているのかを私、聞

いたんで、内容は聞いていませんので、そこだけもう一度確認しておきたいと思います。 

 自立相談、これも本当にコロナの中で仕事がなくて、生活困窮者が本当に全国的に増えてい

る大きな問題でございます。相談支援員を配置するということで進めている話をお聞きします

が、これはそれぞれ社会福祉協議会のほうに相談員がいるという理解でよろしいんですか。そ

の点を確認しておきたいと思います。 

 最後に、花立峠憩いの森公園でございますが、消毒、そして肥料をやって樹木を生き生きさ

せるということを、あらゆるネットワークを取って補助が出るような事業を引っ張ってきて、

地元も協力しますので、ぜひお願いしたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（渋井由放）  本日の会議時間は、あらかじめ延長いたします。 

 執行部で答弁願います。皆川健康福祉課長。 

○健康福祉課長（皆川康代）  歯科衛生士や栄養士については、ふれあいの里の事業の中で、

その事業をやるときに外部に委託をしまして、そのときだけ来ていただくということです。市

役所の中に配置をするということではございません。 

 それから、自立相談支援員につきましても、生活福祉グループの中に会計年度任用職員を

１名雇用しております。その方が当たっております。社会福祉協議会とは、資金の借入れ等に

ついて御相談があればつなげていくということになります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢商工観光課長。 

○商工観光課長（小原沢一幸）  消毒肥料等につきましては、今後調査研究させていただき

たいと考えます。 

○１６番（平塚英教）  よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま上程中の議案第１号から議案第７号までの令和５年度当初予算

については、所管の常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第７号までの令和

５年度那須烏山市一般会計予算、令和５年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算、令和５年

度那須烏山市熊田診療所特別会計予算、令和５年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算、

令和５年度那須烏山市介護保険特別会計予算、令和５年度那須烏山市水道事業会計予算、令和

５年度那須烏山市下水道事業会計予算の７議案については、それぞれの所管の常任委員会に付

託いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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○議長（渋井由放）  以上で本日の日程は全部終了いたしました。次の本会議は３月１４日

火曜日、午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

［午後 ５時００分散会］ 
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